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｝大火の写真 15 { 

火

昭和31年4月21日t.05分茨城

県下館市鷹場町より出火，

北々西13～18mの風に火

は燃えひろがり，91棟

83世帯，t,974坪 （6,

514mう を焼き，傷者

14名を出し4時30分鎮火

したD 出火原因は煙草の放

置，損害見積額139,845千円

朝 日新 聞社提供
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う火災保険会社で組織する日本損害保険協会では各種の防火運動を行なって火災を少しでも減らす （

〉努力を続けておりますが，今回一つの催しとして，火災と防火の写l花下記必項により募集致し く

〉ますから奮って応募下さい。

｜募集要項 l
~ 題 材 ；ν火災と防火に｜却する W II （火災の写真 .Y...は似の写点〉

) 
) サイ ズ ：八ツタ］以上（応募枚数には制限ありません〉

? 〆 切： 昭和35年2月 15日

｛ 応募資格 ：どなたでも結附です ） 
〈 発 表 ：3月上旬頃本人に通知し，保険111'日新聞 ・日本保険新｜品lに発表，

また本誌第41号（昭和35年4月11-1発行〉に尚載。

〉 審 査： 当協会災害予防部審究委員会 ,' 

~ 0応募作品の裏1(1iに1肌氏名，年令，職業，

｝ 払i影データーを附すること。

) 0応募作品は返却放しません。

) 0入選作品の版権は当協会に以します。

) 0入選作品の原板は，御jjfj知次第御送イ、j・JRJ4いま
内 容： 払の火災経験 （ただし｜則東大足災 と ij1~ 災を； す。同着次第賞金叫り致します。

除きます〉

〉 長 さ 原稿Jli紙 LIOO吋 8枚以内 （仇 l：きのこ ： 
〉 と〉

；主催京 日本損害保険協会 〆 切 ：l仰 35~~ l JJ 31 II ~ 
送り先 東京都千代川灰神山淡路町2の9 ) 

j後援保険毎日 新聞社 U本損害保険協会 災対子防部 i
〈 日本保 険新聞社 審 査 ．当協会災害子防部 〉

) 全国損害保険代理業協会連合会 発 表 ：採用の分は3月上旬頃木人に通知し，本誌 ｛ 
に随時娼故いたします。 ~ 

L…>…•/'° ./·•.r•………一……… ，…J ’一一…；
謝 礼： 5,000門づっ 10,¥;i程度採Ill

送り

賞

先 ：東京都千代川区．利11到淡路町2の9 日本損得保険協会

金：一等 20,000円 1 点

一 等 10,000円づつ 2,r 

一 等 5,000円づつ 3, I~ 、;_ 

災’占予｜りj部
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入選佳作 1, 000円づっ 10点
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「私の火災経験」原稿募集

応募上の御注意 火・J；は｝；！＇.＼わねところからおきるものです。わが’＇＃.ーやj[ ; 

r,r勤め先，或はlfrdi1l1などで多くの）jが身近かに火災
の体験をおJ、干ちのことと.i.1:1，し、ます。その体験と感忽iを

心した手，it.'.をド記安値lで募集します。

（募〉（集 ）（要〉（項）
、‘．、、

'--" 、、ノ 、、J ＼｝ノ
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あれから15年

どう結末がつくものかと心配して府た恐ろし

い戦争が終って 15年になる。広島で原水爆禁

止世界大会が聞かれたり，新聞紙上には当時の

終戦秘史が採り上げられたりして紙面を賑はし

て居る。私も自分の仕事である火災報知機に関

連して当時の想出を記して見ょう。

想出と言っても，終戦になるまでは折角普及

しつつあった都市用火災報知機が戦災を蒙って

半身不随の状態になった位で，特に想い出すこ

ともない。只、後で聞いた事であるが九州八幡市

に設置しであった報知機100機程は八幡市が爆

撃を受けるまで完全に働いて居たそうである。

あの保守用の資材の不足の際に，よく lf4'~が出

来たものだと！占じ入ったのである。何れの都市

でも資材不足で監理に困難を来た し，~利市で

は爆撃の際のm害を避ける為めでもあったと思
はれるが，火災報知機は発信機，受信機のみなら

ず，電線迄取り外し山の中へ醜聞させてしまっ

たのである。これは終戦直後，間もなく復旧し

たが，京都市の如きは一般通信用電線が不足し

たので，火災報知機回路に用いてある電線を外

してそちらの方へ転用したと言うことである。

j祈う言ふ状況で終戦になったのであるが，銀

出と しては， 寧ろ終戦後進駐軍との接衝に於て

起った事に多し、。

終戦後間もなく ，昭和20年の年も抑しil!:iった

頃，今の東京消防庁（当時の警視庁消防部〉の

機械諜のW氏から電話があって，三菱商事ビル

の進駐軍のF中尉に連絡して欲しいとの事であ

る。早速訪ねて見ると，進駐軍の接収して居る

建物全部に，消防署直通の火災報女II機を設備し

て欲しい。別後日専任のT大尉が東京に着任し

て， Finance Building にてτj；務を開始するか

2 

清瀬二郎

ら打合せする様にとのことであった。

当日 Finance Building bこ出1(1］し、て見ると

T大尉の宝の Door には“Fire Pr巴vention

Division”と記しである。 円本ではそれまで

火事のことは“消防”と需－ふ二字で総て片付け

て居たので， ;fl，も外国では “FireProtection'' 

“Fire Prevention”“Fire Fighting と言葉の

使い分けをして居るとは聞いて居たが，現実に

Fire Preventon と需ふ字を見たのはこれが始

めてであった。

T大尉は FirePrevention の重要な’j；：を力

説し，駐留各部隊の消防組織は完成した。消防

自動車と専属消防隊は1週間以内に到着する。

接収して居る建物約120に全部火災報知機をつ

けて欲しいとの要求である。彩、の営業のことで

あるから，快く 受諾すると，明日迄に listを

作って置くから更めて打合せにうIEる係にとのこ

とでその日は別れた。＂＇－5~R山向し、て比ると約

120の接収建物につき建物の名古Ii，所イi:J也，111

途，電話番号， 監理将校の名T~i 守；；ff制llfこ記入し

た listが出来て店た。"Jij，、に夫々の店物に出掛

けて監理将校と打合せの上適当と思はるる報知

機を施設せよとのことである。しかし，その当

時は進駐部l滋は戦勝江識旺盛で， －・rm識もない
私が接収建物に接近することは，仕・j；：とは言え

難かしし、。一度制介状を占いて呉れと袋求する

と，よしと許りに直ぐ机の杭のタイフライタ ー

を用い自分でタイプして，関係者に対する料介

状と身分証明11'を作成して呉れた。
アメリカでは総てのピシネスがこの様に手廻

しょく 出来るのか1nJうか知らねが，少くともそ

の時の感では“FirePrevention”と言うこと

を再々の想像以上に重大侃して居ると言うこと



がはっきり祭せられた。現に，その時に買った

紹介状と身分証明書が物を言った事は一度もな

い。私が接収建物へ出向いて， G.H. Q. Fire 

Prevention DivisionのT大尉からの話で火災

報知機の打合せに来たCustodianの誰々に会い

度いと言うと何れの建物でも快く会って呉れて

仕事はどんどん捗取った。

品川に某iH閥の屋敷があって接収せられてG

中将が単身で宿舎として使用して居た。私は仕

事の~Jf.であるから玄関から入って案内を乞うた

が誰も出て米なし、。 仕方がないからロヒーへ上

って見ると， 向うの方で，話し声が して居る。

廊下をそちらへ歩いて行くと，肩に中将の肩章

をつけた当の中将殿が出て来た。これは怒られ

るかと践踏したが，要件を申述べると，誠に丁

寧にそれなら奥に副官が居るからとて自ら奥の

部屋へ案内して呉れた。

今のアメリカ大使館はマツカーサー総司令官

の宿舎兼事務所になって居た。これは進駐軍と

しては一番大事な建物である筈で，表門には銃

を持った衛兵が二人居る。ちょっとおっかない

ので敬遠して後廻しにして居た処，早く行って

来いとの話で，やむを得ず出向くと，衛兵は中

の事務所と電話で打合せをして居たが直ぐ迎え

が来て内部に入れられ打合せをした。事務室は

もとより食堂，其他各部屋共見て歩いて報知機

の設備位置配線共他の計画を立てることがH：＼来
マート、ー。

これらの一連の事柄を通じて言えるこ とは，

彼等の生前の中に FireProtectionと言う事が

如何に重大に考えられて居るかと言うことであ

る。我国の実情と比べて大変な相異である。勿

論このことは生活様式の相異，社会の成り立ち

の相異，消防そのものの発達過程の相異其他色

々の原因が重なってそうなったのであるが，そ

の後我国に於ても消防法，消防組織法，火災予

防条令等が出来，消防にも予防消防が強力に推

進せられる態勢が出来上った。措すに日を以て

すれば，消防関係当局や火災保険会社や消防機

器業者の努力により，消防が社会生活に於て一

層大事な部分として考えられる日の来る事を信

じて疑はなし、。 （筆者は東京報知機KK社長）

~TRACTOR IN JAPAN FOR INSTALLATION OF 

~iil動
AUTOMATIC FIRE EXTINGUISHING APPARATUS 

Saveαll MIYAMOTO KOGYOSHO LTD. 
Autom a-tic Spl"inkler 

12 3 
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そうした色々な種類の中で，どのようなもの

が多く火災を出しているかというと，第一衰の

ようになるのである。

この表でもわかるように，火災発生の件数で

は酒場の 31件を筆頭に，スタンドパー，の 24

件，蕎麦屋，中京ー料理店のそれぞれ24件となっ

ている。こうした火災を多く 出しているような

店は，それだけ火災危険があることになり，消

防は在祭の対象として考慮しなければならない

のである。

しかし火災を多く出していると言うことだけ

では，真の火災を総ての上から検討して危険で

あるとは言えないのである。もちろん火災を多

く出すと言う ことは，前述したようにその業種

が繁華街に存在する関係で，延焼危険と言う観

点からは注；意を怠ることは出来ないが，それら

の中に，建築物の構造，稼働人員の存在位置，

および人数などによって，綜合された火災危険

と言うものが出てくるものなのである。これを

勘案しない火災危険と言う ものは， 真の怠味の

火災危険ではないのである。そうした怠味にお

いてそれでは昨年中そうした業態の火災で，ど

の業種が大きな損害を出しているか，それもこ

の第一表で同時にわかるようにしたのである。

これによるとキャバレーが断然群を抜いてい

て， 1億2,000万円を越えた損害を出している。

それについでスタンドパーの 2,969万円，食堂

の1,040万円がこれを追っている。この表に出

ている業種の中で， キャバレー，スタンドパー

の損害が多いのは，これらの業種は営業時聞が

夜半過ぎまで続き，従業員も長いl時間の労働で

疲れてきて， 火気に対する注意力が自然に鈍

り，ついに長い月日の中には出火していること

鑑一応食「飲

火災を業種別に検討してみることは，色々の

意味において興味ある結果を得ることが出来る

が，それによって消防行政上，特に火災予防上

の施策には欠くことの出来ない重要なことなの

である。

今回は飲食店の火災を取り上げてみたのであ

るが，この拙文によって仮令一件でもこの業種

からの火災を未然に防ぐことが出来れば幸であ

る。東京消防でも火災予防査察と言うことを行

っているが，この査察をする方法がし、ま検討さ

れている。

それは，簡単でもいし、から，多数の対象を査

察するか，それとも厳密に細部にまでわたって

行うかと云う ことである。

しかしそれは何れでも，いいであろうがもっ

とも効来的に査察するためには， どの業態に

は，どんな場所からどんな火災が出るかと云う

ことを，査察する消防職員がよく知っていて，

適時適切な指導が行なわれなければならないの

である。飲食業の火災は近時年と共に復雑にな

りつつあって，そうした意味では，厳僚に査察

しなければならない部類に入るものの・つであ

る。

戦争後東京都内における各業態は，それぞれ

伸びて米ているが，と りわけ飲食業は激しい増

加をしているのである。そしてこの業態は必ず

火気を使う業種であるので，火災も増加してき

ている。更にこの業態の特徴は，都内でも比較

的人家の澗裕な地域に多く，これを言い換える

と，延焼火災になり易いような繁華地帯に，集

積されて存在すると言う特呉性があるのであ

る。

以上のような理由で消防としては，格別の注

意をしなければならないのに，更に加へて，繁

華街と言はれる場所は地価が高く， したがって

建築物の構造上にも無理が出てくることにな

り，物理的には，火源と着火物が近接している

状況にある，と云う風にも言い得るのである。

一口に飲食店と言はれているものの中には，

随分色々の種類があり，大きなものでは料亭と

言はれるようなものから，小さなものになると

尾台のようなものまであるのである。

4 -
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⑧ ⑤ ⑫ 。
が多し、。史にこの業種の火災損害が多くなる埋

由は外にもあるのである。

それはこの業種に働く人々は，伐1時近くま

で店にいて， 急いで終電車Jこ間に合うように飛

び出して行くので閉店から退店までの時間がJ臨

めて短く，したがって火気取締，特に閉店時の

それに欠くる所が多いのであるO

更にこの業磁の経営者も，従業員も店に宿泊

せず，遠くの住宅から通勤している例が多く，

もし火災が起きたようなときでも発見が遅れ勝

ちになり，火災損害が多くなっている。

キヤノミレー，スタンドパーなとを数多く持っ

ている所轄の消防署では，閉店時の火気の始末

について，徹底した指導が望まれるのである。

出火場所からこの業種の火災をみると，調理

場，店舗，併設されている居室部分，物置，ネ

オンなどからの火災が多いことがわかる。

この関係を表にしたのが第2表である。

この表から出火場所と火災の原因との関係を

みると，店舗部分の煙草はほとんど客に関係す

ることなのである。しかも店舗部分からの煙草

による火災は，ほとんどが閉店後のボックス，

あるいはボックスと内壁との接触部分，内壁の

亀裂している部分，店舗内の吸殻入，塵飽から

起きている。これはみな客が不用意に投げ捨て

たと思われる煙車である。

これも閉店時における，店舗内の点検によっ

て防ぎ得る火災なのであるが，退店時の状況か

ら考えて困難な問題もあるにはあるが，何とか

消防対策を樹立しなければならなし、。調理場か

らの火災は，石油コンロ，ガスコンロ，ガスレ

ンチーが主なるものである。

石油コンロからの火災は，長期間使って故障

しているものからの漏袖に着火したもの，長時

間連続使用によるコンロの温度上昇，平底なべ

のような大きな物を載せて使ったために，炎が

なべ底を検にはって内壁に着火したもの，など

である。炎がなべ底をはうのは，ヵースコンロの

場合も同じである。ガスコンロの場合は石油コ

ンロの場合より更に危険であって，内壁に着火

するだけでなく ，コンロが調理台に並んで使わ

れている場合は，横に流れる炎が，コンロにく

る「ゴム管」をも燃やして，コーム管からカスが

流出し，これに着火すると火炎が棒状にnff出し

て忽ち火災になってしまうのである。こんなと

きに少しでも発見が遅れるか，その処iri'.を誤る

と手の施しょうもなくなるのである。消防が査

察するときに，こうした構‘造のガス台を凡たと

きには，改造を勧告するかあるいは，使用法を

よく指導しないと，この種の火災はこれからも

どんどん出るおそれがあるのである。調理場に

は消火砕が設備されているが，消火器は火災状

態になってから初期1, 2分の中は効果もある

が，それ以後はこれに頼っていたために，反っ

て失敗することもかなりあり消火器過信は禁物

であるこ とを，よく銘記すべきである。

また，この業種には看板にほとんど「ネオン」

が使はれているが，ネオンの火災も第2表にあ

るようにかなり多いのである。町の中を歩いて

いると字の薄くなっているネオンや， 一部分だ

け字や模様の消えているネオンをよく見ること

がある。また，ヂーヂーと音を立てているもの

もある。ああしたものは火災警報を発している

ネオンであり，何時出火するか知れたものでは

ない。そしたものは，時をうっさず専門家に修

繕させなければならないのである。

ネオンの故障は，施設されている家の人は案

外知らずにいることが多く，そのネオンのよく

見える隣近所の人の方が，案外故障を知ってい

るものである。したがって消防でこの種の事故

を防ごうとするならば，よく聴き込み査察をし

なければならないのである。

また，繁華街にあっては，最近は人家連第ど

ころのことではなく ，軒と軒と重なり合ってい

るので電灯の引込線が，霧除の｛、j・近，外xi;gを横

- 5-



－

一

き

焼

き

屋

一

一一、六一二、
五九
O

一l
一

一

台

一

回二
、六一
O

一5
一

一
飲

料

店

一

六
O

T一

1
－
汁

粉

屋

一

七回。
、五七五

一1
一

l

1
2
一
喫

茶

店

一

七
、
五
室
、
一七八

一辺
一3
2
1
1
2
2

一フ
ル
ー
ツ

パ
ー
ラ
ー
十
一
九
、二六（〕

一1
一

1
－
レ

ス

ト

ラ

ン

一

六六
九、
＝二五

一凶
一1

一
寿

し

屋

一

九七
、0
C
C

一ロ
一3

1

1

1
一
中

華

料

理

店

一

一、
Q
一o
、宅
七

一辺
一

4

1

2

1

1
2
一
そ

ば

屋

－

六二一
0
0
、八四回

一辺
一2

2

1

3

2

引
判
記
「
｜
｜
｜
l
割
↓

J
q岡
到
叶
明
司
」
川
一引

U
U
U
U
引
引

－
一
お
好
み
焼
き
屋

－

一、三
回
、O
へO

一4

T

1

一
特

殊

飲

食

店

一

五C
C

T

T

－

一
居

酒

屋

一

一、八七一
、＝一六五一
3
一

－

蒲

焼

き

屋

一

一、四二回
、九五
O

一2
一

1

一

焼

き

鳥

屋

－

五
回
吾

E
T－
－

3
2
一
ス
タ
ン
ド
パ

l

一
一元
、会
Az－一、九
九
五

一剖
一8
2

2

司
｜
詞
寸
｜
｜
｜
J
矧「

J
4
4
2
q副
司
引
－U
引
ー引

「
l
u
l
l伊
ー
し
げ
卜

l
l
h
厄
P
ト
け
「
1
11
1
1
1

一
サ

ロ

ン

一

ニ四九
、
三九

一1
一

13

一
キ

ャ

バ

レ

ー

一
一二一、四八五
、九四七

一日山
一3

1

1

2

2

T

一
料

理

屋
一

九＝一回
、九八
O

一凶
一2

1

1

2

3

1

1
1一判

制
斗

1
13
有
豆
｜
1

1

引
U
斗
｜
｜

J
J
I
l
l
l
li－
－

－

－

J
d
p
o
J叫
例
パ
訓
創
4
1
引

0
判
例
3

J
I
－

－
1
一

〉

一九八、
八
三
四
二
一
四
八
円
幻
一

3
2
1
：
l
I
l
i
l
t
－
t

5
4i
：

I
l
l－

司
J

「
1
11
1
1
1
1
11
「一
1
1
1
1
I
l
i－
－

I
ll

i－
－

－

－

－

－

倒
的
山
一

回

i

＼

＼

＼一
必
一行
M
M

九
回
目
お
却

ωωωω
印
加
叩
叩
∞
別
別
∞
∞

ω∞

－b
q
u
一

ハパ叶

＼

一。ρ
T
U

nu
ワ臼

4
FU
F
D
QU
4‘
4
q
ν
q
d
nv
つd
つL
つゐ

4
勾

f
7
F
D
F
U
4‘
rD

乙
丸
一

同山耳

＼

一
A
h
一仏

Qr仏
L
乙
丸
仇
A
h
F
L
Z
九

日

叫

d
h
n
引

に

に
o
白
に
ふ
ふ

L

2
3
一

R

（

一

3
一0
4
3
3
6
5
7
9
8
1
8
4
0

3

3

9

2

1

3
3一

＼

）

一O
A
一
QMA

4

9

グ

Q
2
3
3
A

」

明日日
一
特

一
数

回

川

一回
一目
2

9

1

3

6

2

1

Hr－
－

＼

LL

一
l
「
｜

袋
一

件ム
j

額咋

＼
こ

一

＼

一
、

一

f

一
＼

＼
、

凶

一，

一＼

原

一

半

京

弘

一

焼

一

一六
、ニ
＝＝一
、九六八

一日
一

焼
一
七
八
、九
二
二
、
美
七

↑日

f、
ニヒ

fこ』
主lJ由こんろ
煙突
煙突の火の粉
ガス こんろ

第

表

業

種

別

と

火

災

原

因

と

の

関

係

1 

1 

111 

の
ノ
u

q4d
q
L
qδ 

co
’i
y
i
 

可’
A
唱
目
目
晶

1

・4司
自

A

2 1 211 

qu
っ“
1
1
2
 

唱
E
A

2 

l 

1
2
1
 

1 
n
u
n
y
 

ハU
n
D

FhuAud
 

d斗－
F
「
υ

ゥ，q
J
 

－ti
 

ス
チ
ヂ
ろ
一
灯
ろ
と
灯
ド
鉢
川
フ

ク
抹
ど
炉
火
灰
ト

シ
薪
ブ
ド
ン
香
火
プ
ド
ビ
オ
ブ
灼
川
市
総
ス
ル
両
明

フ

ド

司

こ
－
ン

μ

1

ン
タ

勺

ン

ん

タ

ン

ん

削

ト

ソ

ま

り

ン

一7
川
ト
7
イ
線

ン
f

一

昨

ラ
メ

ル
ツ
レ

こ
一
オ
こ
ま

一
地
ス
ハ
抜
か
と

七
プ

つ
ス
ス
ア
又
ノ
ロ
レ

ン
l
光
開
圧
ト

W

M

ス

炭

気

し

油

一

呂

き

と

丸

の

ス

気

気

E
，

J

ル

伽

型

↓

η

モ
マ
ガ
木
モ
不
屯
か
屯
コ
火
消
お
ロ
熔
風
焼
化
以

コ
屯
火
ガ
電
電
蚊
川
氏
ト
七

子－
7
h
後
刃
変
オ
ポ
市
↑
不

可

i

T

A
2 2 

唱

i
唱

上
司
E
A

’Eム

1 
1 

． 

守
』

A
唱
E
ム

ー
ム
ワ
ム“

’E4
唱
E
A

y
h
 

l 

2 

l 
l 

1 

l 

1 

T
i
1
ム
ワ
ム“

1
 

1
1
 

マ』ム

2
5
2
2
3
2
2
3
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
m
 

l 

6,300 
2,900 

11,886,560 
3,047,490 
4,692,150 
724,300 
938,575 
l,400 
1,180 
20,580 
2,010 
20,000 
I 97,000 
249,210 
200 
50 
10,000 
15,500 
I 00,100 

1 
1 

1 

l l!U ! l1ll l1ltl:l1l l;ll 

12121212 212111 i I 

l l l , l~I ！火の~ 1 1:111~~1 ~i 1 I 'l 
511 

である。

漏電火災は厳密に言ーえばただ，それだけで必

ず火災になるとは言い切れないが，電線がそう

にはっている。こうした電線が，雨樋， 看板，

パラベット，屋根， 霧除などに触れていると，

そこから漏電 して火災になる，これが漏電火災
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した状態にならないようには しなければならな

いし，平素の注；立も この点に払っていなければ

ならないが，ただそれだけでは防げなし、。大風

が吹いても，大雪が降っても，近所に工事があ

っても，更には屋根工事や看w工事 があって
も，更には自動車．が電柱に衝突しても，それが
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原因で漏電火災を起すのである。

飲食業の火災は 1年間を通じて，概ね平均し

て起るのが従来の例であるが昭和33年中の表を

みると， 12月が一番多く ，ついで1月， 3月，

11月のII聞になっている。これはどう してそうな

ったかと言うと，調理場からの火災の影響ーでは

なく，主に客室，店舗からの火災の影響であ

る。客室や店舗には冬季は採暖用の火鉢，ガス

ストーフJ電気ストーブなどを設置するが夏は
その必要がないので，その影響が表はれている

ものと思はれるのである。この関係を表はした

のが第3表である。

飲食業と言つでも，これを細別すれば，業種

は色々あるが，この種の火災は，件数の割に損

害額の多いのが特徴で，この意味から 言って

も，消防の対象物としては重要であり，それだ

け査察に際しては平素ーからよくこの業種の火災

ある為か， 119番で通報している。

この関係は第4表でご参照願いたし、。

最後に出火場所と火災の程度の関係に触れて

みることにする。

これは第5表で、ある。

とんな火災でも全焼火災になってしまうもの

は，

(1) 発見が遅延した。

(2) 発見し難い場所から出火した。

(3）急燃するような物が存在した。

(4) 人の不在のと きに出火した。

と言う何れかの場合であろうが，この表にもあ

るように，店舗部分から出火して，全般になっ

ているのは，ほとんど夜間である。前に書いて

あるように従業員が全部帰ってしまった後で

は，発見が遅れるのは当然であり，それがこの

表に出ているのである。

第 3表 飲食業の火災 （No.1）月完ljと程度自ljよりみた出火件数並びに損害額 (ll(:j;f¥133年中）

＼ 損害士 、}JII全 焼 ｜半 枕 ｜小 I , 
＼件 官級真 ＼＼｜  ｜ ｜ 

日361：：ニ81-14f17…i~ 一切1 1691－ …35----:wr-－；＿ふ80士三~o

; ;i 1~~ ~］：正：~l ：~ ~I 
を研究して火気の使用法，設備の点検法，火災

の様相などを従業員十こ至るまで指導しておく必

要がある。

飲食業と言う業態は，普通表通りに面して営

業しているか，裏通りでも余り奥まった所には

ないのが普通である。それだけに火災の通報は

比較的順調である。また， 出火した家で通報し

なくとも，隣近所に電話のある家の多い地域で

- 8一

営業時間中であれば，店舗は一番人の限の多

い場所であって，全焼中こまでならずに済んでい

た筈なのである。それについで物置である。 こ

れも人の限の屑かない場所である。

くわへ煙車で物置に入ってそこに煙草を投げ

棄てたり， 拐、電球を点灯したまま忘れてしまっ

たりしている。裸電球の接触による火災は他の

業態にも多いのであって，人限につき難し、場所
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た 1 火災組5]1J I 建 物 火 災 I I 
一＼＼… 程度別 ｜ 全 焼 ｜ 半 焼 l 小 火 ｜その他 ｜車両
＼ 数 J員＇17 I " " I " " . " " I" " i" " 
｜悩： ＼む十五ば1 I，，ド 煩 ｜件 損 ｜件 損 ！件民間ー 銅

山 X 〔単fulil'D 尽き ｜きき lきき惨さ ｜きき
I 7Jlj ｜ぉ6 198,834.24r~ 不瓦~： i 此ム元711-;-~351~叫ん －－；00
報知 ＇ill~6 い77 173,7拡 734110 印刷611L 16,23乙9671130 33，制判25附州 1 50 

~~￥察屯訴 I 25 5,162,9601 1 5,098,9901 - 19 5i,5201 4 12,0001 1 450 

・j；：後 llfl;,n 17 22,88州 －－1 - 11 22,6601 6 220 

哩後 I 6 19,801.71川 3 19,800,2601 - 1 2001 3 L,250 

火災報知機 I 6 15,05川 一｜ I 4 12,4801 2 2,570 

駅付 I ：~ 3,3141 -I -I 3 3,314 

加l人屯話 29,600 

出火場所と火災程度見lj第 5表

、
焼

程度／J1J I I 
mq, 弘 l全 焼 l 半

日l 件百mi I I 
火例 、数 （単f11D門） ＼｜ I I 
所 I 236 198,834函 I 14 178,922,56GI寸了一Ii雨漏利面「

l~i 布11 I 45 133,231.65引 5 129,195,81引 2 3,077,8731 38 
調理場 I53 4,964.47引 1 1,424,8501 z 1,731,1401 50 
F；宅 I22 17,504,29引 2 15,548,38則 3 1,836,4 751 17 
押入 I 4 122,6881 - → 1 1,182,6801 3 
史衣 室 I 3 139.6301 - → 1 100,8001 2 
客室 I 7 19,193,86引 1 ll,612,5901 1 7,563,4241 5 
物置 I11 17,958,6701 4 I 7,90L690I - -¥ 7 
風呂場 I 3 33,74町 一 寸一 一I 3 
ポソプ場 I 9 144,3001 - →一 一I 8 
（！！！ 所 I 3 3,239,34例 1 3,239,2401一 一I 2 
屋恨 I 9 9,55例－ →－ ・I 7 
外壁 I16 818,9491一 一I I 740,5751 15 
日除 け I 5 2,5101 →－ ー I 5 
看板 I16 293,5101 - →← -I 5 
物干場 I 2 26,8001一 ーイー
庭 I 2 叫 一 一｜一 ｜ 

ごみ箱 I 8 1,3501 - → -I 一
軒先 I11 L670I - －：一 一I 2 
屋台 I 5 42,61明 一 一I-
市阿 I 2 5001 - →← ー l

29,600 

－

A
U

－
－i
qr
u
n
L
o
o
nwdFh1υ
 

一

A
生

「
l
川
は
l
I
l
l
1
1
1
1
1
1！
l
l

寸
I
l
i－
－

－

－

A
E
寸
司
副
叫
川
町
州
出
明
川
町
川
町

0
0
0
0
4
0
0
一
一
一

O
一

一

3
一

6
8
4
0
3
5
8
4
0
0
5
7
1
1
一

一

一

－

一

6
一9
4
4
0
8
8
9
7
3
1
4
3
5
8

火

Q

山
一
九
＆
n出
A
h
Q
山内

haqあ
っ
均
九
＆

z
a

；

一O
一
5
0
1
4
3
1
5
3
4
7
9

J
D

一
9
8
1

1

1

つ
ο

(No. 3) 

その他 1 •J( 阿

500 

一
一
一
一
一
一
一
2

一
ハ
リ
ハ
リ
ハ
U
A
U
A
U
A
U

－

－n
u
凸
υ
F
U
FUη
，a

’i
一

o
o
o
o
q
δ
o
o
c
u
 

4

6

1

2

 

9

2

4

 

500 

や，付近に可燃物の多い場所の裸電球は注意し

なければならない。

また，この業態に付設されている住居部分か

らの火災も多いのである。一般の住宅であるな

らば，住居部分と言うのは人眼につき易い場所

であるが，この業態の住居部分と言うのは，営

業時間中は人限に触れない部分になってしまう

のである。

しかもここはnJ燃物も多くこうした結果にな

るのであろう。

可燃物と言う点では，客室も同じである。客

室における客の煙草の始末は従業員が注意する

以外方法がなし、。客と言うものは，便所の窓か

ら煙草を棄てる，窓から煙草を棄てる，それが

家と家の聞に存在する紙屑や日除に落ち出火し

ているのである。しかし何といっても問題の多

いのは調理場である。この表では調理場からの

ものは小火が多くなっているが，小火もちょっ

と発見が遅れるか，処置を誤るかすると忽ち全

焼になってしまうものである。

消防も都民も真剣になって研究する必要のあ

る火災の一つであるような気がする。終

（筆者は東京消防庁盛島消防署長〕

？な 1た
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理化学実験室夜話

1. 賞金の砂・・・・

此れは珍しい！！と込Lわず清流の小J11から手で

掬って黄金色に輝く砂を比つめた。。大部時間i

も経っているのか・・ うつ蒼たる杉林の中の巨

引の傍を流れてる小川の端にしゃがみ込んで冷

たい感覚を しばし楽しんでいると後から・一 「（日j

か有ったんですか」と同行の予防係長Aさんが

声を掛ける。 Aさんは私の手のひらの砂をチラ

リと見て余り興味が無い様である。 1ミ塗の社殿

とうつ蒼たる杉の大木の林立した薄暗い人影も

ない絡寂な聖地で一瞬私は考えた。今迄に幾人

もの人々が此処を訪れ，見物されただろうし，

その内には地質学にj桂能な方も幾人か婦られた

筈だ。木だにそのまま放置されている処を見れ

ば，金，銀では街るまし、。恐らく銅を合む鉱石

の一種と考え乍ら少しばかり｛沙を持ち合わせの

紙に包んでポケ Y トに人jLて，折からの小雨に

濡れ乍ら山を降りた。JI併1134年6J~ 2511の午後

411寺過ぎであった。1liiIJ vこ足利市消防本音JI主催
に係る危険物保安協会の創立総会が織姫会館で

関係者100余名を集めて岳会に取り 行われ，その

）市上川かれて危険物の単ヒ実験を公｜刻 し， ftf百、ド

需に終了 して，笠｜｜近郊1の名所を消防長の御ljf

店、によりAさんに案内して戴いての帰り の一勝l

である。

帰任後仕事のrr1::15c ~~ て !JJ'i微鏡で砂を悦くと

実に美しし、。唯の砂と思ったのがノ1.K11~ の砂で，

白砂の中に黄金色bこ働く鉱物が散比出米るO

I君が磁石を持って米てz試に砂の1-1＇をかき ま

ぜると水品の砂の111から鉱物がすし、Hv、て分脅If
される。 j必程！！ 鉄鉱わの－純かな！！ とi考え

る。i千i息分光分析燐にJ卦けてエキスハートのK
君がスヘクトルを調べる。分業が始まったので

ある。やがて結果が子元に集まり，父調査が繰

返えされる。結論はカルナリ Y 卜（Carnallite〕

別名砂金歯石（KCL.mgc L~ 6 H~O Wi;は貰

清 水 忠 雄

創刊l鉱（Copperpyrite ・ Cu2S ・ Fe~ お〉と考え

られた。分光学的にはアルミ ，マグネシウム等

料金属が認められ又，ストロンチユームが徴主企

存在することが判った。化学分析をやって完量

分析すればもっとはっきり判明するものと考え

られるが， jJlj台のカルナリ Y トの方が有力の様

にも思われる。どなたかバトンを引継いで下さ

る方は有りませんか。 一度ハイキングへ出向か

れるのも一興。 i'浄かな人里稀れな所で，市の披

北端名草巨石部として県立公園に指定され，又

近くに名古JV、行道山の阿IIえの掩（あうんのたき）

消心亭，浬操台（ね じゃか〉等の名所が有り］1可

崖山よりの市街眺望も者I＼会人には雄大な山岳民

望の清／Jj｛な眺めで機会がぬれば父行きたいと考

えている。

2. 濃硝酸 （発煙硝酸〕瓶積載貨車の出火例

危険物火災の事例を調べて見て少ないのは六

煩闘係の強酸の出火事例である。その珍しい：Ji:

例を御紺介したし、。

横浜事例第20・

＠ 日時一・昭 24.3, 29. 2時 15分

② 場所校名称・・・鶴見区江ケ ｜｜府lllJ 新鶴見操作

場

③ 原因一・前ブJより 7柄「lに発煙硝酸が積んで

11ー



あったが途中で一部の瓶が破損し，貨車に流れ

出し発火した。

④焼失程度・・発煙硝酸…1,760kg・－焼失 貨

車（14屯） 1輔一焼失

⑤ 損害額…130,000円

⑥気象…II古，北々西のj風， 6,1米 湿度一・90%

⑦教訓

付）発煙硝酸の良き火災事例である。

（吋波硝酸と言うことであったが当局で‘鑑定せ

る資料は比重1.50（消防法では比重1.49以上と

なっている〉ボーメ48度12oc0の発煙硝酸であ
った。

3. 省線電車内の薬品包・ーダンボールからの出

火事例

乗客の持物からケムリ

京浜線で大騒~ ！ I

昭31.3. 7 朝日時半頃中区花咲町1の49

××薬局の店員Oさん（18才）が炭酸マグネシ
ウム，酸化マグネシウム，タ ンニン酸など20数

点が入った2尺5寸四方のボール箱を川崎市宮

前町薬剤士Kさん（26才〉方へ運ぶ途中，桜木

町から京浜東北線に乗ったが，新子安～鶴見聞

で突然薬品が煙を出して燃え出したため車内は

大騒ぎとなった。

とっさの気転で乗客なとeが手伝って燃える薬

品を窓から投げ捨てたため負傷者はなく，大事

に至らなかった。持主のKさんは「燃える薬品

は入っていなかった。」と言っている。…と言う

記事がK地方新聞に出ていた。

早速所轄の予防主任Oさんに連絡すると既に
鉄道公安室に行き調査していて，途中で投げ捨

- 12 -

てたボール箱の資料の提供を受け局へ持参する

処であった。鉄道側では乗客が車内で喫煙し完

全に消さないで捨てた床の上へ薬品の入ったボ

ール箱を置いたので，ボール箱が燃え出したも

のと判定し，消防側の申し出に不思議な顔を し

ていたと言う。消防さんに判りますか？ 「ドウ

ゾ念入りに， トクト御調査下さい』と言・った半

ば欄笑的である。

この話を聞かされては真剣に物に取組ま さる

を得ない。消防理化学の面目にかけて発火経路

を究明して見せなければーと資料を念入りに外

観から内容物の一つ一つに迄慎重に事を運ぶ。

箱の外観ではボール箱の底が内部から外側へ焦

焼している事実が判明した。内容物では燃えた

薬品と燃え残りの薬品とに大別して考えたけれ

ど焼けた薬品の品名が判らない。早速出荷先の

O薬局に電話して荷造り した薬品の「送り」の
写しを入手し，残った薬J'nと照合する。燃えた

薬品名が判明すれば占めたものである。然し，

予想通り判らないのが此の種の鑑定である。tえ2

けた灰を又丹念に仕分ける。灰を調べるのに9

倍の拡大鏡を使用する。そして分類した灰毎に

分光分析機に掛けてスペクトル写真に撮り，現

像して乾板を20倍の投影機で拡大して何の元素

が入っていたのか，特異な元素は無いか…等々

を調べる。分光分析で 「加里」「マンガン」及

「蒼鉛（ビスマス〉』が多量に検出せられ今度は

化学分析である。灰を水溶液にして検体を作

り，定性分析を行い『硝酸根Jを検出した。更
に内容薬品を検討するに供述以外の薬品として

酷酸鉛，重酒石酸カリ， 葡萄糖， グリ コン酸

カルシウム，チアゾール等が判明した。恐らく
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分光分析の「加里」 「マンガン」 「蒼鉛」は過

マンガン酸加里と次硝酸蒼鉛に相違なきものと

推定。今度は将してこれ等の薬品を混合して出

火するか如何か？－ーの裏付実験である。

①過マンカン酸加里とタ ンニン隊一・摩擦により

ピチピチ小爆発及発煙

⑧過マンガン酸加里と タンニン階と葡萄糖ー・摩

擦により発火，燃焼

③一② 十加熱…発火

以上三点が確認出来た。占めた。原因はボール

箱中の紙包みに小分けされた過マンガン酸カリ

とタンニン酸である。省線電車の動指で双方の

紙包みが破れ摩擦されて出火発煙したものと推

定された。又都合の良いことに助燃剤として萄

葡糖が同様混入して来たので更に輸を掛け発

火，発煙が続いたものと考えられる。

その旨所轄署を通じ鉄道公安室に報告せしめ

た処，鉄道側も改めて消防理化学に敬意、を表明

した由で予防主任のOさんも鼻を高くしたとか
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後日， O薬局の主人より私宛に電話が有った
がー・過々不在なので代りの者に言伝けがあり，

ボール箱の中に 「過マンガン酸加里」の入って

居たことだけは内緒にしてくれとのこと。その

結末は鉄道の方へおまかせしたので判らなし、。

苦労しただけに又愉快な思い出となって蘇って

来る。矢張り技術屋は馬鹿だな！！ としみじみ

と思う。

（筆者は横浜市消防局予防課勤務〉
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石 田

16 右の堺をもする事ならね人は，家のはなれ

たる所に5,6尺の小柱をたておきて，火、j；・の

i前は;it~司iをたよりにして廻りに道具をつみ

て，自れむしろ，又はうすべり等をうらがへ

してかけおき，度々水をかくれば防ぎ安きも

のなり。左もなく幾所へもならべ置は飛火懸

りて段々と皆火移りて焼たる事を数度見るが

ゆゑに記し置なり。

17 土蔵もなく塀もかけべき所もなき人は橡の

下か庭の内になりとも，春火事のしげき節ば
そとゑ

かりも穴をほりて置，家財小道具共に外家の
そとゑ とり ほかりひっ

有物をば外家を取て内の物斗を植か皮龍へひ

しといれ，すき間をば，米か茶か綿にてつ

め，ほそ引十文字にゆひでおき急火の時，か
もしよそ

の穴へ取入て土をかけべし。若他の蔵へ頼な

らば上に名を書よく印を付てやるべし。左も
あらそか

なければかならず後に，人我の争出る物也。

数度聞およびたるゆゑに記し置事也。

18 穴蔵のほり所もなく，頼むべき蔵もなき人

は，成丈よき着物をきかへて，面々そう応に
ぜに

銭をもち，前の段に書おく通り，つづまやか

に入置たる植皮簡を持て除くべし。身の廻り

見ぐるしければ，行先にて用事弁ぜざる物な
かね ずζし

り。叉銭なふて金斗にては食事等其外少の用

に行当り難儀するもの也。ただ身にHたる物

なと会たしかに残る事はなきものなれば，かろ

き人々は常に此心懸すべき事なり。

19 寵長持にて家lHを持出さんとする人は兼て

大切なる物どもをつうまやかにいれ置，急火

ならば手がろくすみやかに持出すべし。慾に

まかせて長持の上へもおおく物をつみかさね

ゆくは道にでせり合か刀、にやけきたるときに

は精力つきて命にかへべきやうなければ，北

-JI'なくうちすてて逃去る＇ho数度比聞および
もち

たるすT也0 7'-kに女わらへなどにも，持し、し、や

うにと心nてかろくいれて只せり合ねさきに
ー 14

祐 ー...L...
/'¥ 

はやく持行こと肝·~なるτJrなり の

20 鉛長持もよjず， fて貧なる人はつねにかや

か紙限をちかくにおき急火の節，それに物を

いれてよわき人はむしろにのせて引出すベ

し。又うすべりの小口をきりさきて，かます

となし，物をいれ，是も持行也。かたき物はむ

しろにのせて，ひき出すべきなり。いづれも

早業にて勝手よき物也，かねて心得ベき事也。

21 常につかわざる古き置には必，ねづみ穴叉

われめ有もの也。故に火をたく時はまはりに

気をつけ，火のうつりやすき物をばとりの
もし ぎわ

け，若かべ際ならばその間へたびたび水をか
すうど よ

けべし。かまどよりの出火数度聞および予も
~＜ 

党有ゆへにしるしおくなり。能々気を付，油

断あるまじき事なり。

22 夜中綿を打時，弓ずる切とびて灯火を打た

をし，その火綿に移りて火災となる事まま多

きことなり。それをふせぐには，かねてむし

ろうすべりを二三まい近くにおきはやく打か

けてil"iべき事也。

23 店計，，合羽たばこ入，惣じであぷらを引たる

物，を日にほしてさめざるに包こめねれば必

火気と成て銑出るものなり。はやくねれ涯を

打かけおしつけて消すべし。是叉いづくにも

時々有事なれば，ょくさましてひへたるとき

にしまい入ては火難はこれなき事なり。

ム之1火にてふろしきJiりにあわずば衣類のそでに

両方の裾をとおし背負べL，。

ム夜着ふとんをはこ，＜；；にたたむへからず。かた
泊り

へうちかけべし。ノとるに利あり。
あわせ

ムうすべりは合にこしらへおく べしかたかたの

へりを •J I さき袋にしてなべかまのるいをいれ

なわにて依の如くにしてはこぶべし，持よく

してうつわものとりちることなし



24 木小屋よりの出火，時々あることなり。多
も色ゆき

分は消炭の火気残りたるをはやく持行いれお

' rf~ 1 
平等？を

桜島
Vi・ ・ 

くゆゑなり。平生下々によくおしへおきて

先土の聞にひろげて一夜もすぎて，もちゆく

べき事。
ざいどう

25 在合の出火は，大かたは田畑のこやしをい
お〈

れ置小屋ーより出る事おおし。是はわら芥なん

どを焼てこやしにするに，火気さめたりとお
もちゅ〈

もひて持行ゆゑなり。わらの火は，はやくき

ゆれども，その中に木の端なんど，ありて火

の残りたるをしらずして早くもち行ばなり。

一夜も庭にさましてやるときは，火事とはな

るまじき事なり。
とたっ

26 火縫よりの出火いづこにも数度あることな

り。これはふとんやいしゃうの火に入て焼る

ばかりにもあらず。栗の木の炭は，はねるも

のなれば，少しの飛火なりともかわきたる所

ゆゑ，付やすくして焼るもの也。ゆゑにこた

つより人去らば，火の見へざるやうにはいを

かけてまわりをよく見て去るときは，火健よ

りの火事は有まじき也。かよふの事：を皆々理

合をよく闇て置べき事也。
11 

27 火打箱ふるくならば取かへべし。久しき火
〈ち

口いれは，しぜんと箱の内もほくちのやうに
あい〈ち

火うつりやすく，又火ぶた合口ゆるくなりて

は至て不用心なり。！日I崖にて隣の壁ぎわより

出火あるひは，相借民などにて自火他火のわ

けしりがたく争ふ事いづこにもある事なり。

是を考ふるにこれ古き火うち箱よりの出火な

るべし。 しかれば小家なんどにて火を打付則

ひてそのまま火うち箱を棚へあげおくことな

かれO 彼火口より l'.J然ともへ出たるよりかべ‘

にやけうつるときは，となり手まへの差別も

なくなりてしれずあらそふ也。ゆへに火打箱

ふるくならばあたらしくすべし。箱は桐の葉

板にてさすべし。またほくちいれの内をいた

がねにてはる時は夫よりしての火さいは称め

て有まじきこと也。是をよく考て何より大切

にいたすべきことなり。

28 在合町によらず，または貧なるもの一入者

なんど，松葉や木の葉かんな貯の類をたきさ
たちいで

して，不図立出火災となる事是また数度有し

事也。かねて心得して其たきものある所より
いれもの

'71はなして焼ぺきなり。入物に取わけ持来

り，たく時は， fことへ火をたきさしいづるとも

火のうつるべき筋なくは，火災とはなるべか

らず。みな此わけにこころっかさずるゆへな

り。
ねる

29 油をせんじかう薬を練ときは，其なべ、ぶた

をそばにおきもしあぶら火にうつらば早く ふ

たをすべし。あわてて水をかくれば，あぶら
と＇－＇

の火は飛あがり屋被へつくものなり。かねて

こころへおく べき事なり。
のみ ほか

30 昨事せばたばこ呑所をさだめおきて，其外

小屋場へ火をもち行事は堅くいましむべき

事。
しそ〈

31 紙燭手しょく惣じて，はだか火を居間より
ほか

外かたく無用たるべし。常々格を立おきて提

灯あんどうのるいをもちゆべき事。
しも

32 手代下々夜ふけ他より帰りててうちんの火
とも おき

をそのまま灯し置臥してのち，たばこなど呑
去りし

むべからず。くたびれねむりて火災と成事た

びたび聞およびたるポ也。かねて若き人々に

はいいきかせよくっつしむべき事。
いれ もし

33 蚊屋のl付へたばこの火を入べからず。蒼火

をかやのうちへいれ酒に酔か，くたびれたる

時，ねむりて蚊民のすそに火の移る事あるも

の也。もし火災とならば釣手をはやくきりお

とし畳の務べりをうちかけて消すべし。表内

に病人か老人あらば，敷物ともに引出して防

Fべし。また戸附子に火の付たるにも打たを

し，うすべりのるいをうちかけ消すべき事。

34 隠居家道心者技なんど，其外はなれたる家
すむ 念り

に住人はかねて拍子木のるし、，鳴ものをこし
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らへ置，出火盗人惣じて変のあるとき相図に

うちて加勢をうけて防べし。すべてすこしの

事とてかくすより大事となるものなれば，平

生近所の人々にし、い合せて，鳴物を打，互に

ちからを合すべき事。
うれへ

35 祝儀ならびに作事，又は愁等惣じて家内の

ものくたびれたる時は，主人家来のもの夜中
つり

別して方々へ気を付，出火盗人のよう意油断

いたすまじき事。

36 宮火に水をかくれば却て火さかんになる物

なり。はや く此方よりもゆる火を加ゆればす

なはちしめるものなり。かねて心得おくべき

事。
よき

37 革しゃうぞくの代りに用ひて能ものは地の

よき木綿一反にめうばんー斤へ水二升入て－

JI・にせんじつめ，冷しおき豆の粉をすりたて

よく通して五合くはへあたためて何べんも引

ほして羽織頭巾たつ付などに用ゆ。かろくし

て水火ともにうつらず，あたひもやすく殊の

ほか調宝なり。兼でしたくして位入き事。

38 土戸の代りに泥もめんとてよきものあり。

11木綿三まい合せにして， 2,3寸ーおきに横立
十文字にねひ合せ，其かけ所相応より 4,5寸

よけいにつもり，まはりにほそ引をかがりに
つη

｛、1・，四方を釘にてかのかがり糸を懸そろふや
＂＇当はん，り

うにこしらへおき，出火のせっ大半切，又は摘

に水ー斗に取一升ほし土の粉ーゴ｜のつもりに

入，かきあわせ右のもめんをひたしてかけ，

Iii!もあらば水を度々内外より懸へし。土戸に

まさりてよきものなり。常にはたたみて其か
あい いたぶた つげ

け所の合もんを板札に付おけば，らいもとら
ほし ζ しほ

ず調宝なる物なり。もちろん干土の粉塩をと
いれ

り合せ，楠に入札をはりて近くに置べき：｝；：。

平生心懸置べき事

1 火うちばこにつけ木と，らうそくをそへ人
をどと

のふす，間毎におくべき事。

2 蔵のまはりに薪其外火のうつりやすきもの

の類，一切おくまじき事。

3 蔵の内を度々見てかた付させ，戸まへのね

り土をも折々見て，かげんよくこしらへ置べ

き事。

4 用水天水わけで春中は蔵の内まで，2階と

- 16 -

下にも水をくませおくべし。っかひみづ手水

桶迄昼夜絶ねやうにすべき事。
たち〈〈

5 老人妻子，はやく立退べき人は，きがへの

衣裳其身相応に見苦敷なきゃうにかさねお

き，ほしし、い氷餅のるいを，袋にいれ，かむ

りもの3尺手ねぐひ，はきものともに面々 l
つづら

人まへずつ帯にてくくり置，かねて葛能にい

れ，上に出火のとききがへいしゃうと大文字

に書たる札をはりおきて急火のせつうろたへ

ざるやうbこいたすべき事。

6 革頭巾もたぬ人は，木綿袷頭きんにしころ

を付て，かむるべし。女はもめんぬれ手ぬぐ

ひをかむり， 3尺手ねぐひにてはち巻すべ

し。さもなければ髪の毛に火付ときは消かね

て難儀するものなり。ゆへに常々心懸問べき

事。

ム戸llliをねる士なきときは，味哨にてぬるべ

し。

ム家似に店てはしこ‘を最れたる ll~i＇は ， 瓦くぎ
へ車m引を付て下るベし。
ム車HI引を11史に｛、lること専ーの用心なり。

7 男女ともに常に3尺手拭，もめん足袋，網II

県，はき物をば面々手ちかくにおくべき事。

8 風はげしきl時は，朝夕の食物，はやくすべ

し。勿論春より 4月すゑまでは朝夕ともに食

物よけいをしたくして置ベき事。

9 春中は常につかはざるなべかまには，7j(.を

くみいれて置べし。出火の節，そのまま置て

も損ぜず。叉火をふせぐ便りにもなるべき

王長。



か〈うす

10 出火のせっ家あやうく見へば碓にも，みづ

をくみ入ぬれ廷をかけおくべき事。

11 遠方の出火にでも風烈しき時は，風かみ風

しもの吟味にもおよばず，早く取仕舞したく

すべし。風は俄に変る事あり。また外にも不

H寺の出火もはかりがたし。兎角度々しまいな

れては功者になりて，急火の時に，はたらき
かま

よきものなり。隙のついへは僅の事にて，も

し覚悟なく類焼せばそんもう後悔ある べ き

事。
たて

12 出火のせつらうそく立所，てうちん釣どこ

ろをかねて灯して見て勝手よき所へはり札し、

たし置べき：：j;:o

13 火事の節働くもの大勢あらば主人は四方へ

心をくばり，只しづかにあやまちなきゃうに
つけ

蔵の奥よ りよくをし千「てかさねて入よ。まど

の際をばすかし世べきこと。たびたび声かけ

て指図すべし。左もなければ出火といへばた
さわきたち

れも心騒立，はやまるものなるに，それにい
さは

そげよ早くせよとI深ぐときは，ことさらうろ

たへ去IJて特別ねもの也。是は数度の火事に下

知しておぼへの有＇－Jトゆへ記し置事なり。

14 春中風ふくせつ， ヒ下の人によらず，他行

せば，其人のはたらきはこぶ程の家財道具を

ば蔵へ入させて他行さすべし。さすれば急火

類焼にあひても，其居合せて働くと同じ事に

て後悔なき事なり。

15 火事のせつは，やたてを持て益あるものな
ぜに

り，叉銭も上下の人によらず面々二三文ずつ
ととの、

持ときは不時に人をやとふにも食事調にも，

急用を弁じ調宝なり。
ゅ。

16 火事場へ見舞に行ばほそ引を膝に付，みづ
もた

桶，かま，くま手，とび口の類を持せて行べ

し。棒は益なきものなり。かまくま手類は，

火中より物を引出さんため，とび口のさきの

釘は屋根のうへにてすべる時，杖につく為と

しるべき也。

17 (1）はしご 家の数ほどしたくすべし。

18 (2）つるべ二つ綱をつけて。

19 (3）手おけ つるべなりにさしたるがよし。

20 (4）ひさく これもつるべなりに小ぶりにわ

んもよし。

（司水ほうき家の数におなじ。

(6）大うちわ同じ。

（竹水はち‘き同じ。

(8）大てうちん かねて釣所札を張置。

(9）生大根めんめん持べき事。

帥鍬下駄やけあとへ，はやく行によし。

(II）ほそ引 めんめん人数ほど。

(12) 土俵水屋に入ほど。

(13）降、しし、し、か氷餅小袋に入かねて家内

人数よりはよけいにこしらへお

き急火のせつ面々持べき也。

此外めんめん火を消し防ぐに勝手よく覚の

ある物をしたくして置く予が心のおよぶ所

をしるしおくものなり。

右条々常に聞およぶ所又は数度火事におぼへあ

るのを取あつめ，そこはかとなく書記して子孫

に伝へ教るものなり。火事は災難の内ーしほお

もき事なれば随分昼夜大切に用心すべきことな

り。天下国家の騒ぎ又は人のため身のためなれ

ば，毎月 2, 3度も此1冊を家内のものによく
よみきか

読聞せ，がてんさせて人にもおしへ平生油断な

く出火のせつはわけで親献のへだてなく深切に

はやく防ぐべし。其善根かぎりなからん。 もし

大火におよぶときはし、く万人か悲み，人は財ほ

うのついへなに稜かあらん。ゆへに火事といわ

ば，わが髪に付たる火を救ふがごとくに真実に
しんめい

ふせぐべし。さあらば神明にも通じ，天道のた

すけを得ベき事うたがひなきものなり。

鎮火用心集大尾

（筆者は損害保険卒業研究所嘱託）
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塗仁 来ヰ の

6. 船舶用不燃性ペイント

・試験板 船舶用では下地材は主として鉄板

であるから試験にも試験板としては鉄板を使用

する。よくみがし、た鉄板（100×100×0.6士Q.05

mm）の片面に 2回塗りして， 7日間置いたも

のを試験に使う。

・燃焼試験方法（1）加熱装置 石綿板又はス

レート板の中央に径SOmmの円穴をあけた加

熱，用わく板を架台の上に水平に置き，円穴部

がブンゼンバーナーで均等に加熱できるように

する。

(2) 点火器硝子管又は金属管（外径約7mm)

間す 性一｜燃
～ 3～ 

オて
本本 本 博

の一端を内径約2mmfこシボリ他端はゴム管で

ガスコックに取り付ける。点火して炎の大さを

径約 5mm，長さ約lOmmになるように調節す

る。

(3） 温度測定方法 鉄板の片面の中央にアルメ

ルクロメル線の熱接点をつけて温度額lj定板とす

る。試験温度を決定するには加熱枠板上に祖度

測定板の熱電対熔接面を上にし， 下部のパー

ナに点火し温度測定板の枠阪円穴部分が 750土

10°Cになるようにする。

性） 試験 試験署長が750土10°cになったら温度

測定板を取り，試験板の塗面を上向にして置き

替え点火炎を塗聞の中央に置き，塗面が焼け広

…
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大｜同

大｜向
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中不合絡

t投

中 ｜同
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4 19 -

19 1 

5 • 10 5 

5 ー

5 15 
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9 

塩化ビニノレ系防火塗料上
塗赤錆2回塗

向上 上塗紺2回塗

向上 上塗黒2回塗

油性系防火塗料上塗白2
回塗

硝化綿ラッカ一白2回塗

アノレキト樹脂塗料上塗白
2巨l塗

調合白亜鉛ペイントA2
回塗

石炭酸樹脂塗料上塗白2
回塗

ハイソリツトラッカ一白
2回塗

長油性アノレキド樹脂塗料
上塗白 2回塗

塩化ヒ‘ニノレ系塗料J.塗白
2回塗

ウオツンユブFライマー 2
回塗

船舶月jプライマー 2回塗

がる燃焼現象を観察する。点火炎は直接塗面に

触れさせないで，塗面を約5mmの間隔を置い

て動かす。この点火炎で塗面に着炎するまでの

時聞を測定する。

第10表各種塗料の船舶用不燃性ベイン

ト試験方法による結果
着u寺｜炎時｜フユ｜着程｜
炎間｜の間｜ラ回｜府 ｜ 

去を｜艶｜ア｜み｜

級

,'ijlj 

級

上

上
上
ト
し
上

1 

同

同

同

同

一
一
一
一

l同

8 

げ

6

6

m

8 

」てl同6 

建築材料燃焼性試験方法（JISA

1304) 

7. 

I:: 

級

上

上

一 伺

数回｜中 12
少 ｜小阿

中 ｜同

少

2

2

1

 

。δ
q

δ

Fh
J

塗料種類 ・塗装法

アノレキド樹脂系防火塗料
上塗白2回塗

向上 下塗2回塗

向上プライ 7 ー2回塗

同上 パテ2回へラ付

｜司上下塗1回上塗白1回

塩化コム系防火塗料上塗
白2回塗

同ヒ ド塗2回塗

塩化ビニノレ系防火塗料Jて
塗自2回塗

向上 上塗赤2回塗

同上上塗マノレーン2回塗

向上 上塗黄2回塗

～p，〆，.，，・.，，，・N・d・..,.,,..,/ . .，／’.，，，.，，，， .. ，.，.・H’.，，，.，，.，.，，，，.，，.，，.，，，’・，，，，.，，.. ,,.,,. ... , ＿，.，・＿，.，.，，.. ，’0/1'•, 1' ·0 ／•’・.，.＿，・d・.., ...... ,,, .. , .. ，，，..年九州，，.，，，.. ／，.，，，，.，，，、p・.，，. .，.・，，.，，～内川、山内〆ザ、，，.. ハy，〆・J・.，，，.，，.，

纏をもっ人は組の中では尊敬されるという二重 そして，皆さんの家庭や職場の設備はどうか s 
の意味も加わってここに全力を注いで水をか 管理はどうかとみて，恩｜｜れすぎたために見過す ｛ 
け，その一角は絶対に消す信念に満ちたものだ あやまちをみつけ火事にならないよう設備や管 ~ 

ったと忠、います。 理を適切にしていただくのであります。この査 s 
ミ

こうした姿には当時の江戸つ子と言われた者 察はあくまで消防の奉仕でありますが，何とな 5 
も

の意気と勇気の純粋な象徴として喜ばれ憧れの く取締られるような感じをもつのか進んで査察 ｝ 

的となったものでしょう。 を受けるには至らないと思われるので皆さんの ~ 
H寺は移り，消防は昔の義勇消防から職業とす 御一考を願いたいと思います。 ｛ 
る公務員の消防と変り ましたが，この仁侠犠牲 いまの消防は前にも申しましたよ うに公務員 ~ 

の精神と志気と勇気はりっぱな伝統として今の が法によって行う消防でありますが，その行為 ~ 
消防人の血管に流れております。 には取締りとか罰則を科すようなことはほとん ： 
しかし，今になるまでにはいろんな変遷があ どないと言っても過言ではありません。皆さん ~ 
りましたので権力は行使しなくとも取締られる から愛される消防になるよう常に奉仕の精神に ~ 
ものという先入観を持たれお互の好意感情が薄 燃え，皆さんの現在の幸福と将来の福祉のため ~ 
らぎはじめたのではないかと想像されますが， に献身的鍔力を惜しまないのでありまずから火 ： 
これはほんとに大きな不幸だと思います。とも 災や救急事故に関することは心易く御相談 Fさ ： 、
かく火災の大半は過失によるものですが， 今の れますとともに万に一つ事故が起りましたら早 く

ように生活様式が複雑になればなるほど注意の くお知らせ下さるようお願し功、たしますo } 

届かない場面があると思います。 （宅者は東京消防庁予防部指導課広報係長） ミ
各人の注意力には自ら限界があり，注怠）Jの ！ 
行届かないところから火災はおこるのです。こ × × × ｛ 
こに消防職員が客観的な立場から冷静に観察す ~ 

××× 》
る予防査察の必要があるのです。 ｝ 
’ー・〆，，.，”a〆.，..，，，，.，，.’・〆h〆，、，，，e”’.，，，，.，，.・，.，，，.. ，，，.，，，，.，〆F・，”・〆’・〆，，，.，，... ,,,,.,, .• ，，..・，，.，，，，，，，.・•.• ，、，～a〆，.”’・a’・.，，・－，、.，....〆，.., ... が・〆，，..，，，..’.，，，，，.i'，.・，〆”.，，，，，.，，／.，，，，，・，，.・4，，、，，.... ，，，・〆.，.. .；.”・4〆・，，，.〆，..，ー.，，，，，..，，、，，，，夕、，，、，少・.，，’・，，，
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火災時に危険な材料はし、うまでもなく有機物

を主原料とした， いわゆる燃える材料である。

燃えない無機材料は別として，燃えにくい材料

という程度では火災の場合には当然、燃えてしま

うものであるが，火災発生の初期を問題にすれ

ば，燃えにくい材料と燃えやすい材料との差異

は大きく，この意味で火災の発生を阻止する目

的で材料を燃えにくくしておくことは重要なこ

とで，今後の塗料も仕上材料としては，現在の

ように外観美・にばかりとらわれないで，もっと

燃えにくくすることに意を注ぐべきである。幸

いに最近では，生産者も消費者も次第にこの点

についての認識が深まり，燃えにくい材料を要

求する声が強くなってきたことは火災発生防止

の上からも喜ばしいことである。

新しい試験方法であるJI S A1304建築材料

燃焼性試験方法は建築材料の全般に亘って統一

された燃•lilt性試験方法で，各種塗料の燃焼性も

今後はこれによって試験されることになってい

る。

この試験方法では材料の燃焼性によって次の

5種類の種別および名称に区分している。

第一種不燃材料〈燃えない材料〉，これは主

原料が無機質原料で，着炎がなく ，加熱終了後に

燃焼が継続しない。残じんもない材料である。

このうちで，溶融，条lj落しないものを 1.1種

とし，溶融かあるいは剥落するものを 2.2種と

している。

（注） 1J日熱にはJI S Al305 （垂百式小型加熱試験

炉〕でJ規定する加熱炉を用いて，J I S Al301（木

造建築物構造部分の防火試験方法〉で規定する岸

内加熱曲線で20分間加熱する。

第二種無炎材料 （ごく燃えにくい材料〉，

これは着炎することはないが，炭化してもよく

また残じんはあってもよい材料である。

rn=) 加熱方法は第一種の場合に同じく20分間加熱

するつ

第三種難燃材料（燃えにくい材料），これ

は着炎はするが着炎するまで‘の時聞が規定内で

あって，また残炎，残じんがあってもよいが規

定内の時間で消滅するものである。

（注） (1）この試験に使用する加熱装置は第1図に示

-20 -

すもので下図のキャビネットの中に下図の加熱装

置を入れて行う。

第 1図

(2）使用するパーナは内径11耗のブンゼンパーナ

で一次空気を人れないでガスだけを送入する。

(3）熱源には約 3,600 kcal/m3の熱litを1-fするカ

スを用いる。

(4) 炎の長さは50土 3mmで先端が僅かに試験体

に触れる。先端の温度は約800度になっている。

(5) バーナの点火には感応コイノレを1JJ!J ! Iする。

(6) 加熱時間は l分，3分，および5分の各加熱

を行った場合に，その各／J日熱告とした試験体が，い

ずれの場合でも第11表のうちのいずれかに属する

場合には難；燃材料とする。

第 11：表難燃材料の性能規定

樋別 ｜着封~ ll ~i
｜ lられなくなるまでの日ii＇間（干少）

30以I- 6以内

または20以上 4以内
第3穐 I : 
または10以上1 2以内

｜または7以上 1以内

第四種可燃材料 （普通に燃える材料〉，こ

れは加熱装置は第三種と同じで，若炎するまで

の時間が規定の10秒以上で，残炎および銭じん

が第11表の条件を満足 しない ものである。

第五種易燃材料 （燃えやすい材料〉，加熱

装置は第三種と同じで，その他の材料全部を含

むことになる。すなわち，10秒以内で着炎する

最も危険な材料である。

この燃焼性試験方法を作案するに当って参考

にした試験方法は，

(1) SSA-llSa Fire Test.これは， National 

Bureau of Standardで，材料を incombustible

（不燃），fireretardant （防火〉， slow-burning 

（緩燃〕，combustible（易燃〉 の各材料に区分

している。

(2) Inclined Panel test，米，英， 日で採用



↑発泡性防火塗料塗下塗2回，
上塗1回5mm厚杉板

時

↑3 mm｝享合板

↑フタノレ酸樹脂塗料（左〉
境化ゴム系塗料 （右〉

ト出
↑フタノレ酸樹脂系防火塗料（左〉
塩化ビニーノレ樹脂塗料 （右〉

↑lOmm厚
ホモゲンホノレツ

↑フタノレ酸樹脂塗料（左〉 ↑水性塗料（左〉
盗化ゴム系塗料 〔右〉

ノ酪酸ピ‘ニーノレ樹脂ヱマノレジョソ塗料（左〉
調合白亜鉛ベイント B （右〕

ニトロセルロースラッカー（右〉

↑油性系防火塗料（左〉
発泡性防火塗料（右〕

している。 CommercialStandard-49 （米〉，

British Standard No. 476, Fire Test on 

Building Materials and Structures （英〉，

材料を non-inflammability（発燃〕， verylow 

inflammability （極緩燃〉， low inflammabi-

lity （緩燃〉 の3種に区分している。

（め ASTMD568-43. Flammability of Pl-

astics o. 050 inch under in Thickness. 
体） ASTMD 635-44. Flammability of Pl-

astics over o. 050 inch in Thickness. 

-21 -



問題になることで本誌の読者には関心の深いと

ころであるが耐久性と耐燃性とを両立さすこと

はなかなかむずかしく，今後の研究に待つ問題

が多く残っている。油性塗料は確かに耐久性の

点ではすぐれている塗料ではあるが，火災に対

して危険な塗料であることもまた否定で きな

い。 JI S K5661で要求する発泡性防火塗料の
性能までを一般の塗料に望むことは無理である

から，少くとも建築用塗料の今後のあり方とし

ては，塗膜に容易に着炎しにくいような塗料に

して，火災による損失をできるだけ軽減するよ

うにしたいものである。その意味で，近く制定

をみることになっているJI S A1304建築材料

燃焼試験方法は今後の塗料の耐燃性を改良する

指針として大いに意義あるものと思う。

（筆者は建設省建築研究所員没学博士）

（司 ASTMD757-49. Flammability of Pl 

astics (Self-Extinguishing Type) 

(6) ASTMD 777-46. 防火処理した紙の燃焼

性試験方法

(7) ASTMD 626-41. 

焼性試験方法

（同 ASTMA450.一般織物の燃焼性試験方法

(9) TT-P-26. Fire Retardancy Test米海軍

の防火塗料試験方法。

以上の方法を検討して作成されている。

塗料の場合は第一種の不燃材料から第五種の

易燃材料に該当する製品があることになる。し

かし大部分の塗料は難燃材料以上の級別に入る

ものは少く，殆んど大部分が可燃材料か易燃材

料に所属することになる。

防火処理した織物の燃

びすむ8. 
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塗料の耐燃性については火災の初期には最も

プレスト産業株式会社
京京都中央区日本橋茅場IHJ1-12 

電話（67)0 8 8 2・4587

出張所 大阪 ・札幌 ・仙台・名古屋
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さる4月241:1公布された建築基準法の改正法

律については，これまで建築関係の雑誌等に紹

介され，すでに御承知の方もあろうかと思いま

すが， 編集からの御依頼によって，と くに防火

関係規定についてその要点を紹介致し

ます。なお改正法律に基づ、く政令（施

行令〉は目下建設符当局が鋭芯；立案中

ですが，実際にはこの政令がきまりま

せんと規制の全貌は整いません。従っ

てここに紹介する法伊の改正事項だけ

では，なにかはっきりしないという感

じをもたれることでしょうが，この点

予めお断わりしておきます。

こんど建築基準法の防火関係脱定が

大きくかえられ，ややl百円 を一新した

のは改正の大きな特色の 1つであっ

て，都市の不燃化促進に貢献するとこ

ろが少くないと思います。

× × × 

Lt 

柱とはりをイミ；燃材料で，他の主要構造部は小

燃材料か政令で定めるこれに準じた材料で造

り，外壁の延焼のおそれのある部分，尾根，Jk:

を政令で定める防火性能をもった構造としたも

のです。

前者で普通に考えられる構造は，外壁を補強

コンクリートブロ γク造とし，屋根は鉄骨の小

屋組にトタン板やスレートをふくか，

木造の小屋組で瓦 t：き等としたもので

す。木造の小屋組，野地放にトタン板

をふくといういままでの法規で認めて

いた構造は，実は延焼を防止する性能

はきわめて弱し、ので，これについては

別に政令で防火性能を定めるようにし

たわけです。少くとも屋根で延焼のお

それのある部分は単なる トタン板ぷき

ではだめで，その下地に一定の厚さを

もった燃えにくい材料をおく ことにな

りましょう。

なお，外崎の窓，出入口で延焼のお

それのある部分には防火戸をつけるこ

…
改
正
さ
れ
定

建

築

基

準

法
碓

井
の
防
火
規
定

改正の第1にあげられるのは，新に

「簡易耐火建築物」とし、う種類を設け

るとともに，従来の柱，はり，床，壁

等主要構造部を耐火構造とした建築物

を「耐火建築物」と呼ぶこととし，両

者とも延焼のおそれのある部分（隣地

境界線や道路の中心線から1階で3m,

2階以上で5mの範囲にある建物の部

分）にある関口部には政令で定める構

造の防火戸（従来の乙種防火戸であろ

うと思います）その他の防火設備を取

付けることになっています。

さて，新しい「簡易耐火建築物」と

はどんな建築物かと＇＊＇しますと，これ ! 

には2つの種類があります。法文の表 ! 
現をかりますとその1つは， ； 
外壁を耐火構造とし，屋根を不燃材 ； 
料で造るか，ふき，政令で定める防火 L .! ど，はては内壁，天井まで木造で，木
性能をもった構造としたものであり，他の1つ 材の使用量がかなり多く，どちらかというと木

憲

とはさきに申した通りです。

このようにこの建築物は外壁と屋根

という外周が，外部からの火に対して

も，内部からの出火に対しでもかなり

低抗力のあるものですから，内部はど

んな構造にしても自由ということにな

っています。 しかし，これとてもあま

り大きな規模となりますと，内部の出

火による危険や損害も大きくなること

が予想されますので，これも政令でき

められることですが，ある一定の床面

積毎に耐火構造の壁や床で防火的に区

画することになります。

後者に当るものとしては，ここ数年

どんどん常及してきた軽量鉄骨建築な

どがあります。いままでの軽量鉄骨建

築は多くの場合，柱，はり， 小屋組位

が鉄骨で，間柱，胴縁，根太，床板な

造建築に近い観を呈しておりましたが，こんど

はいやしくも「簡易耐火建築物」と名のる 以

上，それにふさわしい構造としなければ実が伴

ないません。これに応えたものがさきに申した
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定義になったわけです。すなわち，柱とはりを

鉄骨とすることは当然として，他の壁，床，屋

根，階段を金属，コンクリートなどの燃えない

材料か，これに準ずる燃えにくい材料，例えば

木毛セメント板，石膏ボードの類，で造り，外

壁の延焼のおそれのある部分は木造骨組に対す

るモルタル塗等の防火構造と同じように，外か

らの火熱に対して鉄骨を保護するような構造

（ある材料を通して鉄骨に火災の熱が伝わり，

鉄骨の温度が上昇するが，その温度を鉄の構造

物として安全な一定の限界以内におさまるよう

にした構造〉とします。モルタルなら木造下地

の防火構造としては厚さが 2cmですが，鉄骨

下地ならこれより若干薄いものとなります。そ

して屋根や床もある程度の防火性能をもたせる

ことになりますが，これは政令できめられま

す。例えば屋根はたるき，野地板を燃えない材

料か燃えにくい材料にした上にトタン板かスレ

ートをふくとか，床は特に3階建のような場合

3階床に天井と併せて防火力をもたせたものと

するとかいったようになるでしょう。また建物

の柱やはりで，火災の熱のため局部的な変形を

起し，そのため建物が崩壊する心配のあるよう

な場合には，その柱やはりをモルタルなどで被

覆することも必要とされるでしょう。これは簡

易耐火建築物には限らず，一般の鉄骨建築にも

いえることです。

次に，これらの耐火建築物や簡易｜耐火建築物

がどのような建物に強制されることになるかを

紹介しましょう。

先づ，地域，地区の如何にかかわらず，全国

到る処で適用されるものに特殊建築物というの

があります。特殊建築物とは建築基準法の用語・

で学校，病院，劇場，百貨店，旅館，共同住

宅，工場，車庫などおよそ一般の住宅，店舗L

事務所以外のものが大体含まれています。この

特殊建築物を用途と規模で分けて，それぞれの

とるべき構造を次のようにしています。

特長~建築物の期途

｜耐火建築物叉
耐火建築物と｜は附易耐火建
しなければなl築物としなけ
らないもの ｜ればならない

もの
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劇場映画館，｜階数I3以上 一一
(1)1演芸場，観覧場，｜ I 一一一一一一
公会堂，集会場｜床面民団間色 ｜ 一

病院，ホテノレ，加数I3以上 ｜ 一一
的｜旅館，下宿， 判二一｜ 一一i

＿；~量一う吋一二J郡安」
附数I3以上 ｜ 

(3)1学校，休fi館 ←－｜ ； 
床1r1i:fi~ I - I 2ooom2以J.

百貨店，マーヶ｜附数I3以上 ｜ 一一
（州ツト，展示場， ｜－｜ 一史－1 2階部分
舞踏場，遊技場｜休l耐厳I300omz以上I5oom＂以上
｜ ｜階数｜ 一一 ！ 
{5)1倉 w I, 一同福耳王万請す
｜ ｜州 i積｜分2002rn以上I1500m2以！・.

附数I3以上 I 
(6)1内動車車庫 I I I 

床1(1jf~1 i 以m
 

nu 

phυ ’aA
 

この表の読み方を若干説明いたしますと，

(1）の用途のものについては，これらが 31併以上

の階にあるものと， 2階以下でも客席面積が 2

oom2以上のものはl耐火建築物としなければな

りません。それ以外のものは木造でもかまわな

いということです。

(2), (3), (6）の用途のものは，これらが3階以上

の階にあるときだけ耐火建築物にし，さらに（2)

は全体の床面積のうち2階部分が300m2以上の

とき，（3）と（6）は全体の床面積がそれぞれ 2,000

m2以上のときと 150m2以上のときに簡易耐火

建築とします。 したがって， 2階以下ならいか

に面積が大きくても簡易耐火建築物でよいこと

になり，とくに（2）は平家建なら従来の第21条の

規定によって3,ooom2まで木造でできることに

なりますが，このような場合はさきに申 しまし

た通り，一定面積（例えば床面積合計で 1,000 

m2）ごとにl耐火構造の壁や床の防火区画が必要

となります。

(4-）の用途のものは，これらが3階以上の階にある

ときと床面積の合計が3,ooom2以上のときはl耐

火建築物とし， 2階建以下で2階部分が500m2

以上のときは簡易耐火建築物とします。これも

(2）と同じように平家建なら 3,ooom2まで木造で

よいことになります。簡易耐火建築物の防火区

画は上に申 した通りです。

（めの用途のものは｜指数に関係なく ，3階以上の



部分の床面積が200m；以上のときはi耐火娃築物

とし， 全体の床面積が 1,500m2以上のときに

簡易耐火建築物とします。 したがって 2階建

5, ooom~ という大きな倉庫であっても簡易耐火

建築物でよいわけです。

以上の他に，耐火建築物なら床面積1,500m2 

以内ごとに，木造なら床面積1,OOOm2以内ごと

に，それぞれ防火区画，防火壁を設けるのはい

ままで通りで、す。

上に申しましたのは，特殊建築物の用途と鋭

校．による制限でしたが，次に地域による制限も

改正になりましたので紺介します。

先づ防火地域，これは従来とあまりかわって

おりませんが次のようになりました。すなわち，

階数が3以上 （というときは地階を含めます〉

のもの，延べ而fi'tがlOOm2以上のものは，建物

の用途にかかわらず耐火控築物としなければな

らず，その他のものでも簡易耐火建築物にはし

なければなりません。防火地肢というものが都

市防火の上からみて最高級の地域である以上当

然のことですが，これにも例外はあります。延

べ面積が50m2以下の平家建付属建物で，外壁と

軒哀を防火構造としたものは木造でもよく，卸

売市場の上家とか機械製作工場など火災の発生

する心配が非常に少い用途の建物は階数，百i積
にかかわらず柱， はり， 壁， 床等の主要構造

部を単なる鉄骨などの不燃材料で造ればよいこ

とになっています。また，高さ 2m以上の門や

へいは不燃材料で造ったり，おおったりします

が， 2m以下ならどんな構造でもよいので、す。

次に準防火地域ですが，これは大きくかわり

ました。すなわち，地階以外の階数が4以上の

ものと階数にかかわらず延面積が 1,500m2以

上のものは，用途の如何を間わず耐火建築物と

し，地階以外の階数が3のものと階数にかかわ

らず延べ面積が500m2以上1,500m2までのもの

は簡易耐火建築物としなければなりませんが，

さきに申した卸売市場の上家や機械製作工場の

類は除かれます。

このように，いままでは階数3以上のものと

延べ面積500m2以上のものはいきなり｜耐火娃築

物であったのを，階数3だけのものと 500m2か

ら1,500m2までのものが簡易耐火建築物でよい

ことになり，従来より緩和した措置ですが，燃

えにくい建物を建て易くしたことによって都市

の不燃化が促進されることを期待するわけで

す。

上にあげた建物以外は木造でよいのですが，

これは従来通り，外壁と軒裂で延焼のおそれの

ある部分を防火構造とします。そして新にこれ

に付属する門やへいが尚さ 2m以上ならば，延

焼のおそれのある部分は不燃材料でつくるかお

おうことになりました。

× × × 

改正の第2にあげられるのは，特殊連築物

の内装制限です。いままでは木造の劇場，映画

館，共同住宅等特殊感築物の 1部について，壁

や天井の室内に面する部分を防火構造とする

か，不燃材料， 木毛セメント板等で・おおい，或

いは防火塗料を塗るとかの防火措置をとってき

ましたが，すでに御成知の，東宝劇場，共立講

堂の火災でも経験ずみのように，鉄筋コンクリ

ート造の建物でも，内部に燃え易い材料を多く

使用すれば，その火災はかなりはげしし避難

も満足にできず，建物のうける被害も莫大にな

ります。鉄筋コンクリー卜でありさえすれば，

中は何をしてもよいとしたのは従来の法規の穴

でもあったわけです。そこでさきの表にあげま

した特殊建築物のうち，構造に応じである一定

規模以上のものは，壁と天井の室内に面する部

分の仕上を防火的なものにするようにしたわけ

です。内装を制限する特殊建築物の用途別構造

別の規模と内装のやり方は政令できめられるこ

とになります。例えば劇場で耐火建築物なら客

席面積OOm2以上， 簡易耐火建築物なら××

m2以上，その他の建築物ならムムm2以上のも

のは天井と壁に燃えない材料か燃えにくい材料

を使い，ある一定の防火性能をもたせた構造と

するわけです。

さらに地下建築物や無窓工場についても，山

火の際の排煙，避難等を容易にするため，内装

制限をすることになりました。なお，これら建

物の居室を区画する壁，床等の主要構造部は耐

火構造とするか，不燃材料でつくらなければな
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i電話出火速報と自動式切換へに当ってi
造

たIEけ1-'t習を今後急速に 180

度転換せねばならねので，

しかも 1秒を争う出火速報

方法を急速に転換普及徹底

を計Aらねばならず，平凡な

看板では注意喚起できない

ため，市内目抜の2個所へ

動く看板，すなわち電気点

滅灯を設置，その他大小看

板を市内 500ヶ所に縄出，

また，各戸へは注意札配

布，電話機にも貼りつける

など，自動式電話 ・速報啓

蒙運動に大童であり，近く

市中パレードも計画してお

ります。
（市内は1rfin!t市防火k員会！｝員長）

米卒、I中

もちろん火災を起さない心

構えは何よりも大切なこと

はいうまでもないことです

が，早期通報の徹底こそ火

事による損害をごく小規模

のうちに鋲減しうるもので

す。そこで直江津市ではこ

のほど，電話は自動式に切

換えられ， したがって，従

来手働式の場合には単に

「火事」と言えば，電話局

では必ず即時消防箸へ継い

でくれたものが，自動式の

場合は 119番と ダイヤルを

廻さねばならず，防火委員 （写真lま南校前点滅式広告塔）

会創立以来13年間電話速報の訓練を宣伝してき

以上のほか，避難施設と消火設備に関して，

次のようになりました。すなわち，いままでは

工場，余庫，自動車車庫，危険物の貯蔵場等を

除く特殊建築物と，床面積1,OOOm2以上のもの

について，避難施設と消火設備が規定されてい

ましたが，こんどはさらに階数3以上の建物，

地下建築物，無窓工場等にもこれらの制限が加

えられます。そしてその内容は政令で定められ

ることになっています。

防火壁は従来床面積LOOOm2以上の外壁耐火

構造や木造の建物に対し， 1,ooom2以内ごとに

設けねばならぬこととなっておりましたが，こ

んどは卸売市場の上家，機械製作工場等火災の

発生するおそれのない建物には設けなくてもよ

いことになりました。

また，建物の用途や規模で耐火建築物や簡易

耐火建築物としなければならないものは，さき

に述べましたように，外壁の開口部で延焼のお

それのある部分には防火戸をつけなければなり

ませんが，この｜坊火戸をつけなくてもよい場合

が次のようにきめられました。すなわち，1団

地にこれらの建物が2つ以上の構えをなすよう

総合的設計によって建築する場合は，市街地の

建物が1戸1戸相互の関連もなく建てられると

きとちがって，延焼の危険が少なくなることが

考えられますので，特定行政庁（知事とか市長〉

が建物の位置，構造が防火上差支えないと認め

た場合は防火戸を設けなくてもよいとなったの

です。このような場合としては公営住宅や公団

住宅の団地が考えられます。

× ×  

× 

らないこととされています。

× × 

× 

以上，こんど改正された建築基準法の防火関

係規定を紹介しましたが，はじめにもおことわ

りしましたように細かい規定をもっ政令がきま

っておりませんので，あるいは不得要領のもの

になったと思いますが，お許しを願います。政

令が公布になりましたら，また紹介させていた

だく機会を得たいと存じます。

（金医者は日木作宅公l'H本所建築部調査研究課長〉
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( 1 ) 登り銀竜の製造

「今日は馬鹿にし、ぃ天気ぢゃないか」

「もうすっかり夏だな。これから毎日忙がしい

日が続くんだが，儲かるのは親父ばかりか」

内山煙火工場の従業員田原薫（25）と佐藤進

(17）の二人は， 煙硝に汚れた真黒い顔を見合

せて軽い冗談を飛ばしながら，洋火室の軒下で

打揚げた時の壮快な場面を想像しながら，登り

銀竜のツメヌキ作りを続けていた。

「オイオイ今日は大変に乾くから，充分注意し

てやらなきゃいけないぞ」

それから僅か5分後に，五体がパラパラに吹

き飛ぶ運命におかれているとも知らず，工場主

の内山房太郎（55）は，その作業場から6, 7米

離れた住宅の縁先きから声をかけるのだった。

登り銀竜と言うのは，普通の打揚げ煙火の玉

の外部へ

5' 6個

の小玉を

縛り付け

て， 十丁揚

げと同時に点火させ夜空に上って行く途中でノミ

ツパツと銀色に輝く花が聞いて行く仕掛けの一

種で，その製法は，極素酸加里，マグネシウム

粉，硝石粉，硫黄，木炭粉等を混合して水で練

り，砲金製の型へ詰めて直経2センチ，長さ 3

センチ程の円筒形に圧搾して固め，これを金槌

ちで叩いて型から抜き，天日で乾燥して製品と

なるものである。

型へ詰めて抜くからツメヌキと言われるので

あって，大抵の煙火はこのツメヌキの薬品の配

合を変えて，赤い星にしたり，青く輝く引物に

したり二度，三度色を変えて聞かせたり，色々

と変化した煙火を出すのは皆このツメヌキによ

るのである。

所で，摩擦や，衝撃によって発火する危険度

の高い薬品を使用する作業だから，内山工場で

も熟練工の田原薫が主になってこの作業に当っ

ていたが，更に工場主の内山が心配して細心の

注意を促した程であった。

(2) 発火から爆発

「ゃったな ！ 駄目ち、ゃないか，早く水だグ
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7j(だグ」

洋火室の軒下から恐ろしい勢いで吹き出した

火燈に驚いた内山工場主は，住宅の中から大声

で叫び乍ら飛び出して行った。田原と佐藤の両

名も，何とかしてその場で消し止めようと努力

したが，横の洗面器に一杯あった銀竜の原料に

移った猛烈な炎は物凄い勢いで周囲へ飛散す

る。

マッチの火やローソクの炎位では一寸着火し

にくい（火薬類は比較的引火点が高し、〉煙硝や

火薬類だが，燃焼温度の高い共火（同類の火）

の火の粉だから，忽ち洋火室内に集積された ア

メヌキや，小玉に移って，室内ー而に火を吹き

出し全く手の付けられぬ程になってしまった。

こうして書けば相当長い｜時間のようだが，金

槌ちで叩し、てカチンと言う音と共に発火してか

原

ら室内が火の海になるまで恐らく一分とかかっ

ていないだろう。

生憎なもので，その日は珍らしい好天気だっ

たので，仕込みが終って最後の仕上げ張りを済

ませた煙火玉が，小は4' 5寸から大は1尺玉

まで工場内の広場に一面拡げて乾燥中だった。

それへ飛火しだからたまらない。

ドカーン ！ バパーン ！

と大小爆発が起った。

15, 6名居た従業員達は，右往，左往，処か

まわず逃げ出した。

更に悪いことの重なりは，2棟の火薬庫の扉が

両方共聞かれていたことだ。主人の房太郎，後継

者の章，主人の身を案ずる妻女達は恐らくその

火薬庫の扉を閉めに行ったのではないかと想像

されるが，広場に乾燥中の煙火玉の爆発が火薬

庫の中の製品に着火して，天地に轟く大爆音と

共に一挙に爆発したのは実に一瞬の間だった。

( 3) 死傷者続出



筆者はその時，即ち昭和34年5月29日午後2

時26分には事故現場から 5,600米離れた自宅

の庭先に居て，青空高く揚った白煙と，心臓を

押さえ付けられるような大爆音で，内山工場の

事故を直感し，身仕度を整えた処を，迎えの消

防署のジープに機乗して，現場へ急ぐ人波を縫

って急行したのだったが，現場から200米程の

地点で負傷者第一号の背負われて来る中年の婦

人に先ず行き会った。

頭髪は爆風と土挨りで散乱し，むくんだ青黒

い顔の所々に赤黒い血が垂れて，目はうつろに

半ば聞き，放心したこの世のものと思えぬその

姿に惨事の重大さを身にしみて感じさせられ
7・
h、ー。

続いて戸板に乗せられた男，人の肩にすがっ

てよろめき乍ら来る若者，どれもが生きた顔色

ではなし、。

だから取片付けて貰いたい，と要請が来た。早

速予防係員を指揮して集めに廻らせたが，直径

2, 3寸から8寸位までの打揚用の玉が無数に

落ちていて忽ち大パケツに1杯， 2杯，その内

にも驚いたのは400米程離れた地点に長さ 1.7

米，重さ33キロの大木の幹が引きちぎれて飛ば

されていたことだった。

(4) 被害と反省

昭和34年5月29日午後2時26分， 長野県，下

伊那郡上刻村大字別府2,590番地煙火製造業

内山房太郎（55）方に起った煙火爆発の大惨事は

死者 7名 重傷者 13名

軽傷者 77名 計 97名

右は病院で手当を受けた者のみでこの他に自宅

で手当した負傷者も相当数ある見込みである。

建物被害に至つては，内山工場の9椋は，全壊

した住宅1椋の他は木葉微盛跡片もなく吹ツ飛

~！J;j~＇i民f場：：；~cぇ：：写会＼
んだのを

始め，全

波141ヨ，

半壊74戸

軽損その

勝 次 げ
れ
ド
白
h
F

現場を見渡せる処迄行って見て又驚いた。作

業所6棟，火薬庫2棟は飛び散って跡形もな

い。最も速い所にあった 2階建の住宅のみ倒壊

して炎上している。

「漬れた家の下に子供が居る筈だ」

誰ともなくそんな声がする。 何は兎に角火を

消さぬことにはどうにもならない。消防ポンプ

で放水しつつ鳶口で起して行くが，未だその潰

れた家の中に不発玉があるらしく危険この上も

ないが，勇敢な消防士は，かまわず突込んで行

く。結局子供はデ、マだったらしいが，その内に

現場から 150米程雌れた段丘上の浜井場小学校

で児童が一人死んだと知らせが来る。

続いて校庭の横の土堤に男の片足が転がって

いると言う。直ぐ又崖の途中のアカシヤの木の

枝に，女の首が引掛っていると聞かされる。

どうせこれだけの大事故なのだから，相当数

の死者が出るのは当然と覚悟していたから，大

して篤きもしなし、。

その内に現場から 2' 3 00米の範囲にある市

街地の一帯に不発玉が無数に散乱していて危険

他実に 1,959戸損害見積り総額81,879, 000円に

達する一大惨事が1瞬の間に生じたのだった。

その他に市有物件，公共建物も36棟が被筈を

受け， 12,798,000円の損害を出したが中でも哀

れを止めたのは，内山工場から約100米程離れた

浜井場小学校の校庭で遊戯中だった 3年生の少

女が1名爆風によって即死した不祥事だった。

このような大事故も，その源は前記の両名が

僅かの過失を犯したことに始まり，その小事故

に対応するだけの消火設備が整えられていなか

ったことによる。然、も煙火シーズンに向う折

柄，貯蔵量も最高に達しており，生産にも全力

を渇げていたことによる。更に反省されなけれ

ばならない点は，煙火製造工場の許可条件であ

る処の保安距離の法的矛盾である。

即ち許可申請時には周囲50米以内に建物が無

く，空地になっていれば，例えそれが他人の土

地でも許可されるが許可後にその空地へ他人が

家を建てようとすれば簡単に許可される為に，

危険な煙火工場の周囲が忽ち住宅街になって仕

舞う と言う飛んでもない事実はこの機会に程反

省すべきものと考える。 (34. 6. 25. 稿）

（筆者は元飯田市消防署予防係長）
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最近都内の某ビルで，白昼，ネオンサインに

よる火災事故が発生した。

問題のネオンは，鉄筋コンクリート 9階建の

近代的ビ‘ルデイングの4～9階外壁に細長く取

付けられた点滅式のネオン袖看板で， 1昨年春

頃，工費約200万円を投じて専門のネオンを事

業者に設備させたものということである。

同ビノレでは当のネオン袖看板が施工後1年以

上を経過したので， 劣化部分の補修を行うべ

く，施工業者に修理せしめていたが，工事人は

不良箇所の点検を行し、，必要な補修工事を終了

したので試験的にネオンを点灯すべく ，送電ス

イッチを入れた処，突然袖看板の下方部分より

火焔をふき出し，忽ちにしてネオン袖看板を全

焼する外，火は5～9階の窓から建物内部に侵

入し， 天井テックス壁体内装その他の附帯設備

ならびに什器類を鴎焼して，約15分の後，消防

ポンプの注水により漸く鎮火したものといわれ

ている。

この結果，当のネオンサイン装置はもとよ

り，建物関係，その他を含め損害額合計は約

700万円に及び，耐火造ヒールにおける，白昼短

時間内の，意外な大口電気火災として，関係者

を一驚せしめた。

この火災事故は，電気工事人が送電スイッチ

を入れた瞬間ネオン袖看板ーから火をふき出した

事が確認されているので，ネオンサイン装置よ

り発生した火災であることには異論を挿む余地

がなく，ネオンの配線補修不完全による短絡に

起因するものではないかと推定されているが，

なお詳細な短絡箇所，出火部分，その素因等に

ついては未だ明らかにされていなし、。

このネオンサイン火災は，我々損保関係者に

もいろいろの問題を示唆していると考えられる

が，例えば，

Oネオンサイン装置は， 工事不完全，器具配
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線の不良等により容易に火災発生の原因とな

るものであり，その火災危険度は相当に高い

と考えられること。

。一度出火した場合には，火の廻りが極めて

早く，かつ普通火災に比べて，短時間に異常

な高温に達するものであると推定されるこ

と。

。鉄筋コンクリートの耐火構造建物といえど

も，関口部に近く発生したネオン火災に対し

ては，充分に防護力を発揮し得ないこと，ま

して劣級構造の建物の場合には，大規模の火

災に拡大する危険が多分に考えられること。

0多くの場合ネオンサインは屋根，庇，軒付

近等，火災的にみて建物の劣弱部分に接近し

て取付けられるので，万一事故発生の場合に

は，建物への延焼が必至で、あること。

等の諸点は決してiJ釜視することの出来ない重要

な課題を提起するものであり我々としても深く

その実情を認識し適切な対策を講ずる必要があ

ると考えられる。

一般にわが国における電気工事は，電気工作

物規程その他により適正工事の基準が明示され

ているにも拘らず， 実際問題として施工程度の

粗悪なものが多く，従って諸外国に比べ，火災

事故発生の原因となることが多いとされている

が，特にネオンサインについては，その他の電

気機器に比して，特殊の電気火災を発生し易い

構造，特性を有している点を重視し，その脇

工，保守，点検を充分すぎる程完全に実施すべ

きことが必要であるといわなければならなし、。

上記の火災例は，既設ネオンの劣化部分を点

検し，安全度を高めるための補修工事を実施し

ようとした結果，去｜］つて不浪ljの災害を惹起した

という，まことに皮肉な実例であるが，最近，

市街地におけるネオンサイ ンの氾濫ぶりは正に

すさまじいものがあり，その型式も次第に大型

化され，立体的複雑巧鰍なものへと発展する傾



向を示しているし，中には 1set数千万円にも

上る巨費を投ずるもの迄出現している現状に鑑

み，このままに推移すれば，将来ネオンサイン

による火災事故は益々増加の一途を辿り，その

損害額も次第に増大してゆくものと考えられる

ので，この際ネオン火災の実情を解明し，その

防災対策について一般の注意を喚起すべき必要

を痛感する次第である。

以下，ネオンサイ ン装置の構造，特性等につ

いて簡単な解説を試み，その火災危険性並びに

防災対策の要点を述べ，ご参考に供することと

する。 （野崎〉

I ネオンサイン装置の解説
1. ネオンサインの構造と原理

ネオンサインは第1区｜に示す如くネオン

管灯用変圧保，高圧側配線，ネオン管の 3

部分によって構成されている。

電源 10 0ボルト

寸ネオン管灯用変間

ネオン管 第1図

ネオン管は電極及び稀有カ”スを封入した硝子

管で高圧放電により発光し光源体となる。

ネオン管灯用変圧骨量はネオンサインのため特

別に考案された変圧緑で，家庭用配電の電圧

(100ボルト）を数千ないし1万数千ボルトの高

圧に変圧する役目を果し，高圧側配線は変圧器

により高圧化された電流をネオン管に導く導体

部分で高圧に耐えるため必要個所には特別に絶

縁耐火性の優れた導線を使用する等，電気工作

物規程により定められている。

ネオンサインはいくつかのネオン管を電気的

※ ネオン変j王探2次側両日線， またはネオン~圧器
の2次側リー ド線にJl]し、るもので，太さ 2mm2の
錫鍍軟銅撚線、に特に絶縁の優れた黒色ゴムを厚く
被覆し，その上にゴムづi綿テープを巻き，更にカ
タン糸などの編組を施しこれにワニスその他の絶
縁性耐水塗料を施したものが普通である。
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に直列に接続して高圧電流を通し管内にヵース

放電を連続的に発生させて発光せしめる仕組

のもので，その発光原理から云えば一種の放

電灯である。

2. ネオン管の構造

ネオン管は長い硝子管の両端に屯:j1\J~ を封入

第 2 図

〈
間
正
）

一
次
側
鉄
心

〔
低
庄
）

次
相
川
鉄
心

し，かつ，数 mmHgの圧力を示す程度にネ

オンガスを圧入密閉したもので，放電によ

り陽光柱が管全長に拡って赤，控色に発光す

る。この場合管を流れる電流は10～20ミリア

ンペア所要電圧は lmに付き約500～1,000ボ

ルトを必要とする。またネオンガスの他にヘ

リウム ・アルゴン水銀等を入れ， 又は硝子に

封入カス ｜

アノレゴン ｜

ヘリウム ｜

発

J炎

光 色

一
色

色

青

フ

』』t酸カス
ネオン

水銀，ネオン，
アノレゴンu合

（金）
黄褐色のガラスによりJ!i!(色

白色

赤色

青紫

黄色叉は緑色ガラスにより緑
色

窒 素 黄金色

着色していろいろ臭った色に発光させること

が出来る。
*2 

硝子管は鉛硝子で作られ直径9mm, 12m 

m, 13mm, 15mm, 20mmなどのものがあ

り，これを屈曲させ，いくつかを組み合せる

ことによりさまざまな文字や模様を作る。

なお，ネオン管に封入される各種のガスと

発光色との関係は下表記載の通りである。

3. ネオン管灯用変圧器の構造と特性

不オン管を点灯するには高電圧を必要とす

るが，単に高電圧を発生する変圧紫を用いた

のではネオン管を安定して点灯させる事は出

来なし、。

何故ならネオン管は放電の際に電流が増加

すると抵抗が減少し，ますます電流が増加し

てネオン管を破威する性質をもっているから

である。そこでネオン管に用いる変圧訴は電

流が増加すると電圧が低下するような特殊な

構造のものでなければならなし、。このために

考案されたものがネオン管灯用変圧砕（不オ

活1 欣屯灯とは気休内における放電に「ドう発光を平lj
JnするJoj(状または竹：伏の光i療を云いその代炎r1<.Jな
ものとしては不オン灯をはじめ炭素アーク灯，ノド
銀灯，太陽灯等が挙げられる。
また，段近急速に普及しつつある蛍光灯は低（ぷ
気〉圧水銀放屯灯の一緒で，管内に封入された；Jc
銀力スが欣屯に「1：って発する紫外線により管の｜人l
墜に塗布されている蛍光体が発光するように｛乍ら
れているが，管内における水銀ガスは100ポノレト
程度の低圧電流によって放電し紫外線を発するの
でネオンサインの場合のように特別の高圧電流を
必長！とせず従ってその屯気的事故のた生する京株｜
もネオンサインとは趣きを異にする。

出2 鉛硝子とは普通硝子の塩基性成分中に30%以下
の酸化鉛を泌入したもので光の屈折率が大きくか
っ向い透明度を長期間維持し得るので主にカット
グラス，装飾Ml子等にrnいられる。
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ントランス〉でこれを簡単に図示すれば第2 と，無負荷状態になった場合とについて考察す

図の通りであり，その標準容量電圧等は次表 ると。

の通りである。 (1）短絡した場合：

すなわちネオントランスは変圧器鉄心の中 短絡しても一定以上の電流は流れないから

； 海外卜ピックス 斥長男詑 i I iロケットが完成 i I 

（大地警芹J理：.？！~~？~－ ； 火事で楽観・悲観論
東京消防庁対策委が初会合

に磁力線の漏洩磁路を設け，ネオン管の放電 変圧器が焼損することはなし、。

電流に応じた磁力線が二次側鉄心を通過して 高圧側の短絡電流と点灯時の負荷電流とは大

適当な電圧を発生し，余分の磁力線は漏洩磁 体次の値をとる。

路を通過して高圧側の電流を常に一定に保つ 短絡電流 22粍 アンペア1
l程度

ことができるように工夫されている。 負荷電流 15粍 アンペァj

この変圧器の特性を高圧側が短絡した場合 (2）無負荷状態になった場合：

-33 -



I 40, 60, 100, 150, 
空手（ボルトアンベ I250, 300. 350, 400. 450 
’ノ I500 

1次供給電圧 I 100 I 

（ボノレ ト〕 ｜ I 

E茨員荷電圧 I 3, ooo. 6, ooo, 9, ooo i 
（ボノレト〕 I12, ooo, 15, ooo 

2次負荷電圧の制限 I15, 000以下
値 （ボノレ ト〉｜

2次短絡電流の制輿 I50以下
f直〈ミリ ・ 、ベノ｜

漏洩磁路を通過する磁力線がなくなり 1次側

鉄心に発生する磁力線の殆ど全部が2次側鉄心

を通過するため1次巻線と 2次巻線に比例する

高い電圧が2次側に起る。 （一般にネオン管が

点灯している場合は変圧器の2次電圧は無負荷

電圧の60%ないし70%に低下するものである〉

このため管灯回路の漏電およぴ変圧器の焼損の

危険が生ずる。

n ネオンサインの火災危険
ネオンサインの出火原因はその2次側におけ

る漏洩放電と 1次側の漏電とに大別されるが，

ネオンサインの出火原因として特徴的なのは2

次領ljにおける漏電事故である。これには2次官事l

配線のii~電とトランス自体の漏電とがあるが，

事例の多くは2次領lj配線に発生している。東京

都23区に於ける最近の事故発生状況は次表記載

の通りである。

ネオンサインの火災原因細男lj表

東京23区（多摩を除く）

I i 30年 I 3 1年
漏

1 次側｜過

短

T
i

’L
唱

i

洩
熱
的
相

内
ぺ
U

内
《

υ
句
E
A

間 I IL_二

I••~LIABL•= 
米国リヲイ111レスヌリンクラ－装置
屋内－屋外／げドヲンド－ドレンチγ一設備

サポートの脱落
貫通部配線

2 次側｜接触部

電線不適（1.6G 
600V) 

26 

3 

20 

9 

1 ll(600V電線〉

計 I371 42 

（東京消防庁）

2次側配線における事故の発生は絶縁電線の

不良，絶縁碍子の汚染または損傷などによりネ
部 i

オン灯をとりつける枠や板に高圧部分がふれる

※l木材の他最近はアタリノレ板が用いられるがし、ずれ
も可燃性である。

リ7イ7スル白書同波書（損害保政手持算定会誌．定）ドし〉チァづ装置
消火柱設備例FJK矧共it配管認備矧（鋭↑・n~1·保守）

米国リフィyカレオート￥.Jイッヲλスリ〉クフ一日本総代理店

西原衛生工業所⑩ 
株抗

会争土
木 社東京都港区西芝浦3-1 TEL.三田（45）代表5281-(10)
工 場東京都大田区堤方l町 14-7 TEL.池上 （75〕 46 7 8 
大阪店大阪市大淀区中津南通2-51 TEL.福島（45）代表3415(4 ) 

（出張所） 札幌・仙台・新潟・Jll附・納 浜・広島・福岡
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かまたは接近したために起ることが多し、。この

とき高圧電流は木材の内部または表面を流れ，

木材がその抵抗により発熱着火し火災を発生す

るに至る。

10, ooov位の電圧では木材の 10～20cm位の
距離は少し表面がぬれると直ちに絶縁が破れて

電流を通ずるようになり，lOmA以下の電流で

数分間で着火する。さらに木材のねれ方いかん

では相等の距離まで木材中を高圧電流が通ず
泌2

る。従って雨降りのときあるいはその直後は特

に危険度が増大する。

また，ネオン用トランスはネオン管の故障な

どにより 2次側が無負荷状態になると2次倶IJに

高電圧が発生するので危険である。

次に2次側回路に危険が生ずる場合を具体的

に列挙すれば下記の通りである。

(1) ネオン管が点灯しなくなった場合

ネオン管に封入されたガスが粗悪な場合，

或はネオン管の製作技術が拙劣な場合にはネ

オン管の寿命は著しく損ぜられる。良好なネ

オン管は2～3千時間の寿命があるが粗悪な

ものは数百時間で命数がつきる。ネオン管の

寿命が尽きて点灯しなくなれば当然危険が生

じる。

(2) ネオン管が暴風雨又は外力によって破壊し

たとき。

破損したネオン管の端子に強大な電圧が加

わるからネオン管の支持物（サボーター） の

表面から造営材に漏電する場合が多い。造営

材が可燃物（木材等〉で雨露に曝されている

場合は特に危険である。

(3) ネオ ン管の端子の導線が断線した場合

端子の導線は細し、撚線であるが，ネオン管

が屋外に設置されている場合自然腐蝕等によ

り，あるいは強風等によって断線することが

多い。

(4) 高圧倒l配線の支持碍子やネオン管のサボー

ターの劣化

高圧線の支持碍子やネオン管のサボーター

は盛芥が付着し易くこれが湿潤している時は

漏電し易い。ネオン管が雨に濡れたまま点灯

しなかった場合高圧電流はネオン管の電極か

ら管の表面を伝いサボーターを通じて造営材

に漏電し易く極めて危険である。

（司高圧側配線の劣化

ネオントランスからネオン管端子に至る聞

の高圧配線は電気工作物規定によるネオン用

電線を用いるべきであるが一般に裸線または

4種線を硝子管に通したもので代用してい

る。これは工作物規定違反であって漏電の危

険があるがネオン用電線を用いた場合でもゴ

ム質が劣化し易く，いったん発火した場合は

燃焼し易い。

(6) 高圧配線が可燃性の壁を貫通する場合

高圧配線が壁を貫通する工事は極めて多く
滋3

この場合一般に碍管を用いるが壁の厚みに比

べて碍管が短小な場合が多い。従って碍管の

表面を通じて漏電し易い。

ネオンサインは元来，広告や装飾の目的が主

であるから建物の美観を損じないように高圧配

線は天井や壁面にそって隠蔽工事により施設す

る場合が多い。特にダンスホールやキヤノミレ一

等屋内の照明を兼ねて電飾される場合は完全に

隠蔽されているため配線の点検も困難であり，

また建物の構造上高圧配線に無理が生じて高圧

線と造営材が直接接触したり，あるいは造営材

との間隔が接近しがちである。 （工作物規程で

は電線と造営材とは隠蔽場所で 6cm以上隔離

するよう規定されている。〉

従ってこの回路に故障が生じると忽ち放電発

火の危険が起るが隠蔽されているため危険状態

を初期に発見する事ができず大事に至る場合が

多い。

なお，最近数年間におけるネオン灯による全

国出火件数を付記すれば下記の通りである。

年 度 29 I 30 I 31 I 32 

不オン灯による出火件数 162 I 61 I 73 I 100 

（火災統計 国家消防本部〕

*2実験によれば木板の両端に15,ooovをかけて発火
の起らない両端聞の距離は乾いた場合で40cm位，
ぬれた場合ではlOOcm以上必要である。

業3電線が他物または電線相互と接近接触するところ
に用いる陶器製の絶縁管。

出

ω



火災危険例および事故例

参考のため最近のものについて，火災危険お

よび事故の実例を写真によって以下に紹介す

る。

火災危険例

(1) 電気工作物規程に合致した適正工事κよる

配線を施し，配線の損傷劣化の程度を定期的

に検査して安全な状態に保つこと。

(2) 特殊の漏電事故防止装置を用いること。

。） 可燃材料を用いないこと。

などがあげられる。以下各項目

毎にその内容を時述する。

(1）ネオンサインの事故はその大

半が工！.J；：の不良点検保全の不完全

によってもたらされるものであ

る。従って定期的に検査を行い，

危険な個所には完全な修理を施し

ておけば相当程度事故防止に役立

つものと考えられる。

ネオン回路は毎年定期的に絶縁

抵抗を測定し，また配線が造営材

と接触していないかなど時々点検

を行う必要がある。またネオンの

字が部くなったり，’Fの一部が消

lnJ I・ えていたり，あるいはちいちい斉

↑ 台東区某ピ‘ノレ屋 上の！ム告物で使用

中のものトランスケースが自主壊して

コンハウントが流出して肘るつ
配線がト ランスケー を立てているものは，不オン回路

スと接触し，漏洩欣 のどこかの部分で制電などの故障
↓＇f［を'lじている。

がある，J11:拠で，そのような不オン

をそのままに放置しておけば雨が

降ったと きなど漏電を促進し火災

を起しやすいものである。

ill ネオンサインの火災危険防止対策
ネオンサインの火災危険は前に述べた通り 2

次側の高電圧によるものであることがその特徴

として指摘される。従ってその防止対策として

は．，
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(2) 一般にネオン安全株，ネオン

防災器等と呼ばれる機株で，自動

遮断装慨により変圧訴の2次側で

起ったすi故に対して電流を自動的

に述、断し災害を未然に防止するも

のである。

原理はいろいろなものがあるが

普通1次側に継電機をおき， 1次

電流が一定の値より増加したとき

または減少したときに動作する仕

組のものが多く，変圧器の2次側

が短絡したときおよび開放になった場合に自動

的に 1次回路を開くようになっている。

またごく最近では，ネオソ変正器にこのよう

な防災装置を取り付けたものも市販されてい

る。



↑ 台東区某ビノレ屋上の広

告物で使用中のもの不オ

ン屯線の絶縁が傷んで，

漏洩放電生をじている。

向上

1次似IJの返線と2次似lj

の電線がMll1：して；焼け

↓ ている。

← 品川区の某百貨店の広
告物で使用中のもの

折損してしまった碍

子がネオン電線にぶら

下っている。

ネオン管が破損してし → 
まったため裸線でつな

いである。

（⑨ ネホンサイン装置には，支

柱，支持板，支持枠をはじめ随所

に可燃性材料が用いられているこ

とも火災事故発生の有力な原因の

ーっと考えられる。一般に木材，

アクリル放などの可燃性材料は，

経済性，工作の容易性，装飾上の

問題など優れた特徴を有するもの

であるから，これらをすべて鉄材

などの不燃材料とすることは困難

であると思われるが，実際上の解

決策としては，これら可燃性材料

は使用場所を極力制限し，着火し

やすい所には用いないようにする

こと，木材は難燃加工したものを

用いること，アグリル板は不燃ま

たは難燃性のものを用いることな

どにより，出来得る限り燃焼危険

の防止に努めるべきであると考え

られる。現在木材の難燃加工およ

び不燃または難燃性のアクリル板

もすでに実用化されている段階に

あるが，未だ完全とは云い難くさ

らに今後の研究発展が期待され

る。 （野崎，関仁I)

（写真lま東京消防庁予防部提供〉
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火災事故例

↑ 昭和32年 4月21日 千代田区有業
lllJ 某ビノレ

ネオン管の配線において，ぐり線

を固定していた看板上面の碍子が

取付け不完全から倒れ〈ー〉線と接

触していたのを知らずにいたた

め，絶縁が劣下して発熱し看板木

部を焼損した。

-38ー

↑ 昭和32年 5月20日 千代田区有楽
l町某ヒソレ

2次側のコー ドが金属部に接触し
ていたため，漏洩放電して火災に

なり，ネオンコード，ネオン管，

ネオンフレーム等を焼損した。

ぐー

昭和32年12月25/:l 台東区西黒門田j

ネオントランスの2次側高圧端子が

放電現象を起して取付けてある板に

火花を飛ばして発熱着火し火災に至

った。 （トランスおよび安全器の木

箱がネオンコードでつながれころが

っている。）



昭和33年11月26日 千代田区有楽町

某ヒノレ内

不オン管のチャンネノレ（鉄枠）貫通

郎において管極の部分がチャンネノレ

に接触放電したためチャンネノレが過

熱してネオン看板のアクリノレライト

に着火して火災となり，ネオン看仮

,f;'干を焼仮した。

＿＿＿，歩

↑ 昭和33年9月18日 台東区下谷町

ネオントランス 2次側配線接続部と

日除けシートの金属骨組との聞にア

ークが飛ぴ，そのアークによって日

除けシートに着火し火災となった。

（写真は現場到着時スイッチを入れ

て実験したもので，ネオン管リ ード

線の継ぎケ所と H除けシー トの金属

骨組の閑に火花が飛んでいるのが見

られる〉

↑ 昭和33年9月24日 台東区上野町

降雨のためネオン管2次側接続部に

おいて漏洩放電しそのスパークによ

りプラスチック製文字板に着火し火

災となった。

nヨqa 
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業態別の予防と対策ー

訳 日本損害保険協会

災害予 防部著 ~ 
A5判 700頁上製本
定価 550門 干 60円

発売所

理工図書株式会社
東京都千代田区神田旅箆l町3～6
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「防火検査便覧」
〉 「職業危険ハンドブック」
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〉 「危険薬品類」
｝ 「危険薬品の保管取扱に関する注意」

〉 「とっさの防火心得帖」
） 「防火委員会設立要綱」
) 「映画フイノレムの火災危険と対策」

〉 「汽缶室及び煙突煙道等の防火対策」
? 「乾燥装置の防火対策」
f防火のしおり
J「住 宅」
{ 「料理飲食店J
（ 「旅館 ・ホテノレ」
｛ 「アパート」
J「学校」
／「商店J
{ （以下続刊〕

各篤共1冊 5円

－3
s
g
、
↓22
・2
，，
、
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(1) 製粉工場の火災危険と対策

(2) 油脂製造工場 " 
(3) セルロイド加工々場 。

任） 印刷工場

(5) 自動車整備工場 // 
(6) ベニヤ板工場 。
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(9）石鹸工場の火災危険と対策

帥製薬工場

（凶菓子工場。2) 電線工場
Q.3) アルコール及ひー合成酒工場 H

ω 日刷インキ工場
(15) 電気通信機工場 。

(16）製紙工場

(Iカ塗料工場

制ゴム工場

(19）羊毛紡績及び毛織物工場。
（羽）乾電池工場。1) 紙袋工場
倒織物染色整理工場 。
（お） エーテル工場及ひeアルコール工場。
倒 アスフアル ト工場 。
倒皮革工場
（お） 製靴工場
間硝子製品工場 。

仰） 鉛筆工場
ω） ドライクリーニ ング工場か
（初）製綿工場。1) 紙器工場
（幼精麦工場
（紛 紡績工場
（列化粧品工場
筋） 精糖工場
（お） 家庭電気器具工場 。
（初塗装工場
（紛 自転車工場
ω） 特紡工場
（以下統f!J)
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I 
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， 、
’J l 

l ’『

" 、， 

~ 注 「防火検査便覧」 「職業危険ハンドブアクJ以外のものは少部数の申込には無償で提供する ~ 
) ことがあります。 ;; 
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国家消防本部検定合格

損害保険料率算定会認定

運輸省型式承認

ヤマト

α〉

i国家消防本；＇ 111
検定合稿！運 輸 省
i民害保険料率算定会

製 品 リ ス ト

ドライケミカノレ消火119

ケミカルフオグ消火119

二ill＊正式殿アルカリ消火l!S

泡沫消火様

車輪 付大型消火磁

各種消火薬剤

ローヤル CB消火 l"J

ローヤル四位化消火ll:J

水惜付手事~ポンプ

ゼ不レータ（連続泡沫発生機）

船舶用泡抹消火 探

株式会社

本社

営業所

九州出張所

小倉出張所

広島出張所

名古屋出張所

新潟出張所

仙台出張所

北海道出張所

初回製作所

大阪市北区神明間J7番地

東京都中央区江戸橋3の1
福岡市 J二洲崎 UIJ 2 4 
小倉市内木 lllJ 2 

広島市袋 Jllf 5 7 

名古！互市中区刷｝：jド通り6の2

柏的 －rli Ill lllf 4 3 6 
仙台、 －r11 与Z lllf jj}j 5 
札帆市 I何回 条 凶2丁目 7

泡消火器各種 （5～200立）
厳アル力リ消火器

水槽付ポンプ消火器

四塩化炭素消火器

泡消火装置

日本商会製作所
本社工場 大阪市東成区深江中 Iー13

見〕；~川張所

各 /Ji拡所

m ~i 大阪（代表） (97〕－3291
＊京都港区芝 白金台町2-67

小倉 ・尾道 ・札幌



火
災
報
知
機

「
損

感知器による発見

手動による消防署直結ま で一貫／

通報少ない速い
. －，』、、～

｜設計｜｜製作 ｜｜ 工事 ｜｜ 保守 ｜

営 業種 目

M. M式消防署直辿火災報矢II機
パラ式補助火災報知機
T.H式及D.S式自動火災報知機
管察署直通非常報知機

屋内信号表示装置
トーホ一式及ノーザン式消防仰向
トーホ一式小型投光機
M.K. U式流1J:計算盤 （水道， ガス，その他）

東京報知機株式会社
本社 東京都港区芝山村 IUJ5の3

電話芝帥 l ~ ~g ： ~~~~ ： ~~~~
電話新 UIf (53) 6 2 9 4 
電話（55)3181・5111・（内）226
電話 (5) 2616 
11]'.F.!i ( 4) 1 4 4 2 

大阪市内区阿波座JILi醤 lllJ 3 5 
::f1 r片fil市中村区約：仏 lllf （豊川ピノレ戸、l〕
ti訪問 rl1本 IUJ 2 1 
札幌市北二条 8の

関西営業所

名古屋営業所
福 岡 営業所
札幌営業 所 5 

専売 会特許

会密閉 蓄 圧式消火 器
特殊 精製四塩化炭素

超強 力消火剤使 用

~ 
yじ

スレフJl-，、s
（車輔船舶用%・%gal・・・・・・一般用%、1gal入）

銃火消大金
（放射管 ・特殊背負ノマンド付）

( 1 gal ・1.5gal入）

国家消防本部検定合格
損害保険 料率算定会認定
運輸省車輔用．船舶型式承認品

消火器専門メーカー

ゴールデンエンゼル株式会社
東京都中央区銀座東六の七’電話東京（54)7379,46 11~4639 
札幌市南一条西十四丁目一番地 電 話 札 幌① 0 7 2 13 
東京都杉並区入成町十五番地 電 話東京 （.::lリ） 2 0 8 2 

本 社
北海道出張所

エ場

東京剖l千代田区神田淡路町2ノ9 損保会館内

発行所社団法人 日本損害保険協会
電話神田（25)0141（代） ・5181（代｝

（年4回1.4.7.10月発行〉昭和34年10月 1日発行季刊 「予防時報」第39号
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